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I 痴 果介護実務者研修カリキュラム見直しの全体的方向性

平成 13年 度より事業として進められている 「痴果介護実務者研修」も、すでに 3

年目を迎えた。痴果介護実務者研修は、都道府県および政令指定都市が実施主体とし

て展開しており、平成 15年度までに、全国で 30,000名に近い数の高齢者福祉に従事

する職員が受講しており、全国的な研修制度として定着してきているといえる。

平成 15年 6月 に出された厚生労働省老健局長の私的研究会からの報告書には、
t「痴

果介護を高齢者介護の標準とする」という提言がなされた。入所施設利用者の 8割 が

何らかの痴果を有するとの報告もある。介護現場では、介護保険施行後、痴果性高齢

者グループホ
ームが急増し、地域の中で生活する方向がさらに促進されている。老人

介護福祉施設においても、この痴果性高齢者グル
ープホームの成果を踏まえく個室対

応のユニットケアが徐々に促進されている。高齢者福祉の中で、痴果性高齢者に対す

る介護技術の向上の必要性が今後さらに求められてくる状況にあるといえる。

このような社会状況を鑑み、本研修は、これからの痴果介護の質の向上を目指すた

めにも、現行のカリキュラムの見直しが急務であると考え、抜本的な見直しの視点か

ら、改定作業を行なうこととした。

1.  痴 果介護実務者研修カリキュラム見直しの方向性

① 痴果介護の質の向上を目指す研修カリキュラムであること。

現行の研修カリキュラムは、痴果介護の啓発が主たる目的の
一部を担つていたが、

3年 を経過して本研修事業が定着し、
一定数の受講生を輩出したことから、その目的

は達成されつつあるといえる。改訂される研修カリキュラムは、痴果介護
への理解、

普及の啓発を主たる目的とするのではなく、痴果介護の質の向上を目指した実践に活

用される研修カリキュラムとなるものである。

② 5年 後に標準化されるべき痴果介護を目指すこと。

①を踏まえ、新しい研修カリキュラムの内容は、上述の研究会報告書に手打ちださ

れた 「(高齢者の)尊 厳を支えるケア」「ケアの標準化」「地域包括ケア」等の理念
・考

え方に基づき、5年 後には痴果介護の現場において標準的な考え方
。技術等になつて

いるであろう新しい痴果介護の内容を提示するものである。
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2,  新 しい痴果介護実務者研修カリキュラムのねらい

① 痴果介護を推進し、介護現場において介護の質の向上を目指す中核的役割を担う

人材を育てる。

② 痴果性高齢者の 「能力に応じ自立した生活を送るための」支援のための考え方、

方法、技術を学ぶものとする。

③ 施設ケア、在宅ケアに限定されない、地域ケアとしての痴呆介護のあり方を学ぶ

ものとする。

④ 研修の成果が、介護現場で直接実践できるものとする。

I新 カリキュラムの内容

痴果介護実務者研修の新カリキュラムは、名称も含め、下記のように刷新した。

新しいカリキュラムの名称は、痴呆介護実践研修のうち実践者研修と実践リーダー

研修と呼ぶこととする。痴果介護実践研修の実践者研修と実践リーダー研修の研修目

的、対象者、標準的研修時間、望ましい対象要件を (別紙 1)に 示した。

1.  実 践者研修

旧カリキュラムの 「痴果介護実務者研修 基 礎課程」を刷新したものである。教科

内容を (別紙 2)に 示した。

2.  実 践リーダー研修

旧カリキュラムの 「痴果介護実務者研修 専 門課程」を刷新 したものである。教科

内容を (別紙 3)に 示した。

3.  新 カリキュラムの名称

新カリキュラムの名称は、下記のとおりに変更した。

(十日)               (新 )

痴呆介護実務者研修 基 礎課程  →   痴 果介護実践研修 実 践者研修

痴果介護実務者研修 専 門課程  ⇒   痴 果介護実践研修 実 践 リーダー研修
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なお、この 2つ の研修の上位に 「痴果介護指導者養成研修」が位置づけられる。

4. 「 痴果介護実務者研修 基 礎課程」から 「痴果介護実践研修 実 践者研修」ヘ

の変更点ならびに相違点

旧カリキュラムと新カジキュラムの変更点ならびに相違点を (別紙 4)に 示した。

5。 「 痴果介護実務者研修 専 門課程」から 「痴果介護実践研修 実 践リ
ーダー研

修」への変更点ならびに相違点

旧カリキュラムと新カリキュラムの変更点ならびに相達点を (別紙 5)に 示した。

Ⅱ 痴果介護実践研修展開に際しての留意点

以下に関しては、実践研修を実施する実施主体の担当者等に、実践研修を展開して

いくに際して、考慮願いたい内容である。

1.運 営 ・企画に関して

○本研修の実施主体は、各都道府県ならびに政令指定都市 (以下 「都道府県等」と略

す)で ある。研修実施を外部団体に委託している都道府県等が
一部あるが、あくま

で実施主体は都道府県等であるので、実施状況を担当者等は絶えず把握することが

望ましい。

○同様に、委託を受けた外部団体が研修カリキュラムの立案等を行なう場合は、痴果

介護指導者養成研修を修了した痴果介護指導者が、その立案、企画、講師等に関与

することが望ましい。

①研修回数と受講人数が限られている中で、研修を効果的に展開するためには、研修

参加者を、痴果介護のより中核的な人材として位置づけ、参加者の質の向上を図る

方向に持つていくことが望ましい。

2. 講 義 ・演習に関して

○本研修は、各教科が独立して成立する研修ではなく、各教科が連動し、関連性を持

つことにより、一つの研修としての効果が達成されるものである。企画立案の段階
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で本研修の目的を達成する研修カリキュラムの立案を目指し、もつて講師間の連携

を図ることが望ましい。

○痴果介護の質の向上を目指し、その具体的な実践を展開できる人材を養成するもの

であり、各単元はこの目的に集約されていくため、重複する部分が生じるが、この

重複を効果的に活用しかつ不要な重複を避けるためにも、各教科
・単元の運動性を

考慮したカリキュラムの立案が望まれる。

①研修の講師を選定する際は、教科 。単元にふさわしい講師を選定することを心がけ

ることが望ましい。

①地域ケアにおける介護家族の位置づけは、チ
ームケアの一員として位置づけられる。

積極的に介護に取り組む家族への支援は重要であり、介護家族の理解と関係のとり

方や支援の具体的方法が本研修の中でも求められる。

3. 研 修の効果 ・評価に関して

○研修参加者のみの研修効果にならないように、研修参加者の所属する事業場の長の

協力 (例 :研修に参加させる職員への期待や研修終了後の職員の評価等のアンケ
ー

トヘの回答など)を 得る等を行い、研修参加者が学んだことが所属事業場全体に浸

透 し実践につながるようにすることが望ましい。

①実践者研修、実践 リーダー研修ともに、研修効果の確認を実施主体である都道府県

等が研修最終段階に何らかの形で評価していくことが望ましい。

4.  実 習協力事業場について

○外部実習に関しては、実施主体である都道府県等が、痴呆介護指導者の所属事業

場を中心に、実習受け入れ先としての協力を広く求めていくことが望まれる。これ

は、各自治体の事業場間の交流の促進、それに伴う事業場間の介護の質の向上につ

ながることをめざすものである。都道府県等は、実習協力事業場を限定することな

く、その開拓を積極的に行なつていくことが望ましい。

○外部実習の実習協力事業場の要件は、先進的な痴果介護を展開しているモデルとな

るような事業場である必要はない。本研修目的を理解し、痴果介護の質の向上に前

向きに取り組む意思のある事業場であることを要件とする。

①外部実習の実習協力事業場は、施設サ
ービスを提供する事業場のみではなく、居宅
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サービスを提供する事業場を含むものである。

①外部実習に先駆けて、実習協力事業場と実施主体である都道府県等と
の連携、協力

体制が十分に構築され、実習の目的、それに伴 う実習協力事業場の役割等
が明確に

なつていることが求められる。

○外部実習を受け入れることで実習協力事業場の痴果介護の質の向上に結び
つく効果

が期待できる協力体制が構築されることが望ましい。

①所属事業場における職場実習に関しては、実施主体である都道府県等より各職場
に

対して、研修生が研修の目標を達成するために、職場実習が展開できるよう
に、十

分な配慮と協力を提供することを依頼していくことが求められる。

5. 外 部実習の展開について

○外部実習は、研修全体の目的に沿つたものであり、かつ講義
・演習で学んだことを

体験学習として深める機会になることが求められる。

①限られた期 日の外部実習であるため、実習目的は 1な いし2つ に絞 り、それに沿
つ

た実習目標が設定されることが望ましい。

○実習目的と実習目標に沿つた実習スケジュ
ールが組み立てられ、その内容が実習協

力事業場の担当者はもとより、事業場の長ならびにその他の職員にも周知され
てい

ることが求められる。

○実習目標に沿つて、実習記録が研修生によりなされることが望まし
い。

①実践者研修は実習終了前の時間帯に、実践 リ
ーダー研修は実習各日の終了前の時間

帯に、少なくとも実習施設の担当者との間で情報交換、意見交換がなされる時間
が

確保されることが望ましい。

○研修生が 2名 以上の複数で実習施設の実習を行なうことは、研修生間
の情報交換 ・

討議等による実習体験の共有が得られるため、 1つ の実習協力事業場
で複数の研修

生が同時に実習を行なう形が望ましい。

○実習においては、実習協力事業場のサ
ービスを利用している高齢者に過乗Jな負担が

かからないこと、高齢者のプライバシ
ー等の人権が尊重されることが求められる。

6. 職 場実習の展開について

○職場実習は、研修生個人の介護実践の向上のみで終わらない工夫が求められ
る。
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○特に実践 リーダー研修の職場実習は、実践リーダーとして介護現場の向上を目指す

実習になるので、研修生の所属する事業場全体の協力が不可欠である。傷可紙 1)の

「望ましい対象要件」に示したとおり、研修受講に当たってはこれに該当する事業

場からの応募があることが望まれるとともに、事業場の長に対して、実施主体であ

る都道府県等から研修への参加と協力を要請していくことが求められる。

①実習が研修生個人の成果で終わらないように、職場実習においては、研修生所属の

事業場の長は、実習評価等の役割を持って実習への参加、協力を行なうことが望ま

しい。

○実習に先だち、研修生の実習目的と目標、実習内容、実習スケジュールが、職場内の

他の職員にも周知されていることが求められる。

○職場実習の目的ならび目標は、実践研修全体の目的に沿つたテーマ設定であること

が望ましい。

○職場実習は、研修のために展開されるものではなく、痴果介護の質を向上させるた

めに、現場で実践できる、もしくは今後実践の可能性のあるものが望ましい。

7。  実 践者研修の対象要件となる 「介護福祉士等の知識」の習得について

○ 「介護福祉士等の知識」の要件となる学習項目は (別紙 1)に 示すとおり、痴呆介

護に特化した知識が中心となる。

○現行の介護福祉士等の履修科目では、十分に補いきれない学習項目があるため、改

めて基本となる学習項目を提示している。

○また、現在の介護現場においては、介護福祉士等の資格を有さない者も介護職とし

て勤務 している。効果的に研修を展開するためには、研修生の均一性を保つ必要が

ある。そのためには研修生がこれらの学習項目を習得していることが望ましい。

①これらを習得する方法は、自己学習、研修等を問わない。

○しかし、痴果介護の技能等は知識習得のみでは実践的な能力は身に付かない。それ

は職場での仕事を通した指導等で身に付けていくものが含まれる。2年 以上の介護

経験を積む中でこれがなされることが望ましい。

①必要に応 じて、「介護福祉士等の知識」の習得に関する事前学習や事前評価を実施主

体である都道府県等が、研修希望者に行なうことは問題ない。

①介護保険施設のみでその役割を十分に果たしうることは困難であるため、外部の研
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修機関等の研修として 「介護福祉士等の知識」の学習がなされる場が提供される
こ

とも必要となる。

①高齢者福祉における痴果介護の技術等に対する要望は急速なものであり、現行
の専

門学校等の介護福社士養成カリキュラムや訪問介護員養成カリキュラ
ムは、痴果介

護に関する講義等を取り入れてはいるが、十分に現在の介護現場の動きに対応
した

ものではない。

○専門学校等の介護福社士養成カリキュラムや訪問介護員養成カリキ
ュラムも、痴果

介護に関する講義等のカリキュラムが強化されていくことは、介護現場
の基礎的な

質の向上につながるものである。今後さらに、カリキュラムに (別紙 1)に 示
した

内容に準じるものが組み込まれていくことが望ましい。

8. 研 修対象者について

○実践者研修の対象要件に 「介護福祉士等の知識」を上げているが、これは有する知

識の要件であり、研修対象を介護福祉士のみに限定するものではない。

○実践者研修、実践リ
ーダー研修ともに痴果介護に関わる専門職す

べての職種が対象

となる。この痴果介護にかかわる専門職とは、痴果介護にかかわるサ
ービスに携わ

る専門職すべてを指すものであり、
一部の専門職や職種に限定するものではない。

①特に、一部都道府県等においては、介護支援専門員等の専門職を、直接介護に従事

していないことを理由に研修対象者としていない事例があるが、対象者の要件に該

当する場合はその限りではない。

oサ ービス種別においても、施設サ
ービス、居宅サ

ービスの有無は間わない。

Ⅳ I日課程修了者の位置づけとフオロ
ーアツプについて

平成 16年 度より、痴果介護指導者に関しては、フオロ
ーアップ研修が研修事業と

して予算化される。痴果介護指導者に対しては、このフォロ
ーアップ研修の中で痴果

介護実践研修カリキュラムの内容理解を学習し、都道府県等で展開するため
の知識と

技術を習得してもらう予定である。

旧カリキュラムである痴果介護実務者研修の基礎課程ならびに専門課程の研修修了
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者に関しては、以下の考え方を適用する。

1.  痴 果介護実務者研修 基 礎課程 研 修修了者の位置付け

○新カリキュラムである痴果介護実践研修の実践者研修は、旧カリキュラムの基礎課

程とその研修目的、対象者は異なる。旧カリキュラムの基礎課程の講義 。演習は新

カリキュラムの実践者研修の基礎的面を有し、実践者研修は基礎課程の応用面 ・実

践面を拡充させたものといえる。

①なお、旧カリキュラムの基礎課程を修了した者が新カリキュラムの実践者研修修了

者とみなしうるので、「介護現場において痴果介護の実践リーダ‐役の立場にある者

もしくはそれを現在補佐 しており、次にその役を担 う予定が具体的にある者」の要

件を満たせば、実践リーダー研修を受講することは、研修体系の移行措置として認

められる。

○しかし、拡充部分のカリキュラム内容を鑑み、旧カリキュラムの基礎課程を修了し

た者が、実践者研修の受講を希望した場合、都道府県等の受講受け入れの状況にも

左右されるが、それを妨げるものではない。

2, 痴 果介護実務者研修 専 門課程 研 修修了者の位置付け

○新カリキュラムの実践リーダー研修は、旧カリキュラムの専門課程の研修目的のう

ち、リーダー養成の目的を特化、強化した内容である。ゆえに、旧カリキュラムの

専門課程と新カリキュラムの実践リーダー研修は同等の研修と位置付けうるもので

ある。

○旧カリキュラムの専門課程における実践 リーダー研修の講義 ・演習の内容に対する

不足部分は、研修の再受講により補 うことも可能であるが、現在の専門課程の受講

者数の状況を考えると、受講数が限られているので、再受講は現実的ではない。こ

の点は、都道府県の考えによるが、例えば、その他の研修事業等でフォーローされ

ていくことが望ましい。
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V「 痴果性高齢者ケアマネジメント(センタ
ー方式)研修」「ユニットケア研修」との

連絡性について

○本研修カリキュラムは、介護現場の現任者を対象とした痴果介護全般に関する研修

である。とくに、介護保険の主旨である、自立支援を支援することの考え方その実

践方法を学ぶことを主たる目的とする。

① 「痴果性高齢者ケアマネジメント (センタ
ー方式)研 修」のアセスメントとケアプ

ランを実施する際の基本的な考え方は、痴果介護実践研修の痴果介護の基礎理念と

共通するものである。ただし、対象者は主に介護支援専門員であり、具体的に痴果

性高齢者のケアマネジメントの考え方とセンタ
ー方式によるアセスメン トとケアプ

ランの使用方法の習得が研修の中心になるといえる。

○ 「ユニットケア研修」も、目指す介護の理念は自立支援であることは、当研修の基

本的な考え方と共通する。ただし、対象者は 「ユニットケア」を採用する介護保険

施設職員であり、ユニットケアの運営が研修の中心となる。

○ 「痴果介護実践研修」は、研修対象者を、経験年数等を要件とするが、職種やサ
ー

ビス施設形態を限定するものではなく、痴果介護に関わるすべての職種を対象とし

ており、上記 2つ 研修に比して痴果介護全般をより深めた研修である。より質の高

い介護をめざすことを考えた場合、痴果介護に関する2つ の研修受話のみではなく、

本研修も受話することが望ましい。

Ⅵ 研修修了者に対する資格授与の検討

○本研修の位置づけを明確にしておく必要から、今後研修終了者に対して 「研修修了

証」のみではなく、研修修了にともない、何らかの資格名称を授与することを検討

する必要がある。

Ⅶ 専門用語等の単語の使用について

○専門用語や、新しく使用されている単語の定義づけが不明確であり、使用する人ご
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とで言葉の意味が違ってしまった場合には相互理解に支障をきたす。さらに、今後

広く使用されることを考えると、用語の定義を明確にし、かつ、使用する用語の統

一を図ることが求められる。

○本委員会において 「痴果」に替わる用語の検討や 「介護」と 「ケア」の定義の明確

化等の必要性が指摘された。これらについては、今後検討が必要であり、より望ま

しい表現のあり方等が検討されるべきである。新しい用語等の提示は、時間的制約

があり困難であつたが、今後、介護現場の展開状況を鑑みつつ、十分な時間と議論

を重ね検討されるべき課題であることが提言された。
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(別紙1)痴 果介護実践研修 実践者研修ならびに実践リーダー研修 研修目的・対象者等

実践者研修 実践リーダー研修

研修目的

本研修は、痴呆の知識に関して、介護福祉士等の
知識を習得している者でありかつ介護現場経験が
2年以上の者を研修対象者として行うものとする。
本研修において、痴果性高齢者がその有する能力
に応じて自立した生活を営むことを支援できる実践
的な痴呆介護の知識と技術を身につける。修了後
は居宅、施設にとらわれず、どのようなサービス形
態にあつても福祉専門職として、痴果介護を展開で
きる実践的な能力を介護現場で発揮できる力をつ
けることを目的とする。

「実践者研修」を受講修了した者で、介護現場にお
いて痴果介護の実践リーダー役(具体的には、介
護主任、ケアワーカー長など)の立場にある者もし
くはそれを現在補佐しており、次にその役を担う予
定が具体的にある者を対象とする。その研修生が
研修修了後、自分の介護現場に戻つて、介護現場
の実践リーダーとして他の職員を指導し、支援し、
チームケアのための調整役を行い、痴果介護の質
の向上の推進役となること。その際に、痴果介護
の理念を現場の実践において展開できること。

研修目標

ア研修生が、介護専門職として自身の痴果介護に
関する理念を明確にして、具体的に自分の言葉
として構築できる場とする。

イ上記の理念の構築に基づき、研修生自身の痴
果介護の知識と技術の振り返りを行い、その振
り返りに基づいて新しい介護技術の習得を行
う。
ウ 自己の介護現場において、その新しい痴果介護
の知識と技術を実践に発揮できる力を習得する
ことを目指す。

ア介護現場の実践リーダーとしての役割を果たす
ことができる技能を身につける。

イチームケアを推進できる技能を身につける。

ウ高齢者の介護のアセスメントのみではなく、介護
現場、施設の介護状況のマネジメントもできる技
能を身につける。

対象者

ア痴果の知識に関して、介護福祉士等の知識もし
くはそれと同等の知識を習得していること。

イ現場経験2年以上を有すること。

原則として、実践者研修を受講した者で、介護現場
において介護の実践リーダー役(介護主任、ケア
ワーカー長など)の立場にある者もしくはそれを現
在補佐しており、次にその役を担う予定が具体的
にある者を対象とする。

標準的
研修時間

講義・演習 40。5時間
他施設実習1日

職場実習4週間
実習のまとめ1日

講義,演習57時間
他施設実習3日以上
職場実習4週間
実習のまとめ1日

他施設
実習施設

ア他施設の実習施設は、実施主体の長が適切に
研修を行なうことができると認めるもの。

イ本研修の研修目的を理解し協力可能な施設で
あること。

ウ介護保険サービスを実施している事業所であ
り、痴果性高齢者へのサービス提供を行なつて
いること。

ア他施設の実習施設は、実施主体の長が適切に
研修を行なうことができると認めるもの。

イ本研修の研修目的を理解し協力可能な施設で
あること。

ウ介護保険サービスを実施している事業所であ
り、痴果性高齢者へのサービス提供を行なつて
いること。
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実践者研修 実践リーダー研修

望ましい

研修人数

研修を効果的に展開するためには、
ア 1回の研修受講定員が60名程度であることが望

ましい。

イなお演習の際は、20名を1単位として、単位ごと

に会場を分け展開することが望ましい。

ア引瞥移乾静疹盟異罫冒課晶転置窪推ましぃ。
イなお演習(議義十演習は除く)の際は、20名を1

単位として、単位ごとに会場を分け展開すること

が望ましい。

望ましい

対象要件

対象者の「介護福祉士等の知識」の要件に関して

は、下記に示す学習内容を修得していることが求

められる。
1痴 果介護の基本理念;
・介護保険における「自立支援」の考え方を基本

とした内容であること。
・痴呆介護における基本的態度として、本人が

生活の中で「自立」した生活を継続することを支

援することが介護であること。
・痴呆介護の基本的理解としての人権的問題と

その内容。拘束、虐待等の理解。

2痴 果性高齢者の理解:
・医学的知識の理解として、痴果の中核症状、

周辺症状に関する医学的な理解。
・高齢者の生涯発達心理学的理解。
・痴果性高齢者の理解。痴果を抱えたことによ

り生じる生活の中での困難さとそれから生じる

心理的側面の理解。

3痴 果介護の方法;
・対人理解の方法の基本
・コミュニケーションの方法の基本。
・痴果介護のアセスメントとケアプランの基本

的考え方

4介 護家族の理解:
・介護負担の理解。
・介護受容のプロセスの理解。
・介護家族の役割の理解

5介 護保険法を中心とした行政、制度およびサ
ー

ビスの理解i
・介護保険法の理解。
・関連の法律等の理解。
・関連のサービス内容の理解。

ア旧基礎課程を受講した者が受講を希望した場合
は、実践者研修のテキストによる自己学習がな
されていること。その他必要に応じて、事前学習
等を実施主体が設け、研修に参加する要件とす
ること。

イ教科単元の以下に掲げるものに、当該研修生
の所属施設の長(施設長等の事業場の最高管
理者とする)が参加できること。
「1.痴果介護の理念」の内「研修のねらい」「介

護現場の介護理念の構築」「介護現場の痴果介

護のあり方に関するアセスメント」
「5.実習」の内「実習課題設定」「実習結果報告

を通してのまとめ」
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や
卜
選
翻
申
鞭
電
Ｇ
翻
維
Ｇ
旧
翻
々
卜
笹
点
後
岬
蟹

や
Ｓ
廻
降
・壇
預
や
Ｓ
廻
時
Ｇ
国
回
Ｇ
ぐ
神
観
順
。判

ＩＪ
や
£
厳
申
難
翻
Ｇ
旧
酬
々
Ｇ
神
範
―口Ｅ
′わ
朴
Ｎ
糸

や
ミ
叶
申
翻
総
や
い
ヽ
Ｇ
勺
望
旧
捜
対
後
ミ
や
′０
対

後
導
思
や
い
ヽ
Ｇ
勺
里
烈
々
Ｇ
神
塩
―口Ｅ
Ｖ
ｏ
ヽ
望
昧
瞑 ０判

日
や
£
熊
申
難
翻
）
Ｄ
照
申
翻
興
〉
や
饉
や
代
Ｇ
僻
縄

Ｎ
翌
郎
側
Ｇ
母
日
や
卜
蝶
棋
申
ミ
や
′判
き
胆
Ｇ
判
日

や
判
Ｎ
娘
判
製
Ｄ
料
皿
ｐ
〓
や
ミ
製
申
帥
型
い
と
対
昧

曝

‐十
一は
申
艦
維
Ｇ
「難
馴
呂
騨
を
Ｌ
難
即
呂
朴
凹
」

。判
日
や
盆

監
申
難
翻
Ｇ
翌
郎
側
Ｇ
蝶
拭
Ｇ
ぐ
巣
柊
′Ｄ
難
即
申

鯛
離
♀
肥
延
や
ヽ
控
Ｇ
電
理
隠
や
０
判
な
条
柵
↑
昧

曝
′】
Ｄ
瑠
申
軽
駆
Ｇ
巣
Ｎ
判
神
鑑
ＩＥＥ
′対
難
翻
Ｇ
芸

Ｎ
製
盆
佃
や
芸
Ｎ
Ｇ
翌

）
や
避
ゃ
代
Ｇ
神
柵
怠
巣
Ｎ

。判
日
や
£
熊
申
難
翻
Ｇ
択
択
や
電
冬
皿ｋ
Ｇ

継
選
製
く
，Ｄ
難
翻
申
鞭
電
Ｇ
Ｘ
軍
′せ
製
，Ｗ
Ｄ
対

悪
Ｇ
帥
理
Ｇ
や
。対
ＩＪ
や
卜
撃
騨
申
糸
和
て
や
ミ
抱
型

軽
望
い
ヽ
Ｇ
勺
栄
く
メ
ミ
慨
Ｘ
亜
胆
♀
電
皿
Ｇ
く
里

い
ヽ
Ｄ
】
ミ
杓
菫
再
ゃ
〓
Ｇ
捜
対
狂
田
′い
ヽ
望
昧
保

。対
ＩＪ
始
朴
申
Ｒ
い
鳴

Ｇ
ュ
ハ
ヽ
小
や
ン
ふ
Ｋ
い
Ｇ
電
製
や
卜
緯
軽
望
揮
翠
申

皿
Ｇ
捜
劇
Ｇ
く
軍
翌
尺
宴
申
昧
曝

）
や
と
と
役
ミ
や

後
製
●
鳴
ｐ
魯
〓
後
翻
柳
謎
ば
や
卜
預
旦
革
帥

′母
上

ハ
ヽ
か
ヽ
レ
ふ
Ｋ
い
Ｇ
熊
選

。
や
憲
申
対
ＩＪ
や
£
―口Ｅ
や
翌

埜
螺
Ｇ
革
帥

′缶
栂
や
代
Ｇ
卜
単
Ｇ
賦
Ｇ
捜
封
Ｇ
く

終

′担
韻
国
Ｇ
引
捜
封
や
０
判
ｐ
対
日
製
尺
製
申
味
曝

鎖
濃

艦
縦

翻
眠

十
僻
維

僻
維

鵬
縦

僻
縦

肛
世

（ぶ
Ｏ
Ｏ

念

呂

】

念

景

（ふ
Ｏ
Ｏ

ム
ふ
Ｏ
Ｏ

甲
ば
球
譜
慕 難

翻
呂
騨
々
（Ｓ

Ｒ
尺
蝶
Ｇ
捉
判
（９

難
即
Ｇ

雑
超
Ｇ
対
神
範
距
・撃
騨
Ｇ
巣
隠
Ｃ

縦
蝶
再
理
判
蝶
拭
収
基
亜
胆
Ｃ

ユ
ハ
六

小
や
膨
ふ
Ｋ
（的
型
軽
Ｇ
団
Ｇ
捜
劇
（９
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酌
電
回
暉
魯
〓

。Ｒ
ぺ
神
選
終
軸
Ｇ
埜
Ｇ
電

華
ハ
い
ト
ト
ふ
対
ユ
ハ
六
Ｋ
早
卜
や
士
紀
望
継
ぐ
味
保
ロ

。翌
郎
団
Ｇ
判
ＩＪ
や
占
●
わ

鯉
や
堅
回
柵
ぐ
Ｇ
く
寧
判
値
騨
柵
ぐ

′ｐ
い
暉
柵
ぐ
コ

。選
翻
還
鶴
苺
Ｇ
歴
阻
Ｇ
択
Ｒ
Ｓ
蝶
・
０難

即
畳
鶴
冬
Ｇ
Ｒ
ぺ
や
や
呂
冬
叫
や
ヽ
里
翻
眠
悪
冊
ロ

英
Ｒ
Ｇ
蝶
棋
拠
対
Ｇ
神
鏡
―口Ｅ
翌
味
曝

●

。Ｒ
い
増
判
と
セ
肥
翌
Ｇ
神
Ｓ
蝶
ロ

。く
軸
Ｇ
Ｒ
や
投
Ｇ
雑
田

Ｇ
判
帥
ビ
翌
埜
用

′神
ぷ
蝶
Ｇ
製

′芸
柊

′神
範
―口Ｅ
・

。英
革
ハ
ｍ
ハ
ー
ふ
―Ｉ
Ｈ
″
用
Ｇ
判
神
Ｓ
蝶
Ｇ
翌
日

。英
革
ハ
田
小
―
ふ
‐―
ギ
材
同
Ｇ
対
芸
隠
・

。英
革
ハ
ロ
小
―
ふ
―Ｉ
Ｈ
材
同
Ｇ
判
神
盤
肛
・

。呂
田
判
僻
胆
Ｇ
判
日
や
判
申
ハ
田
小
―
ふ
‐―
月
材
同
・

。選
翻
眠
揮

苺
Ｇ
英
Ｒ
Ｇ
歴
陛
Ｓ
蝶
や
畳
装
皿ｋ
製
二
旺
申
悪
冊
・

ム
な
雫
Ｇ
翻
眠
・濡
艦

。対
ＩＪ
や
Ｓ
難
申
難
騨
Ｇ
Ｒ
ミ
神
や
呂
終
悧
Ｇ

蝶
Ⅸ
娯
＝
判
ニ
ハ
六
Ｋ
早
卜
Ｇ
柵
怠
昧
曝
′や
附
穏
】

０
対
蝶
拭
Ｇ
£
翌
や
理
や
捜
判
製
Ｄ
村
皿
】
０
墳
望
Ｒ

縦
Ｇ
念
皿
メ
ミ
神
盤
ＩＥＥ

‐す
一軸
伸
嫌
縦
Ｇ
Ｅ
ハ
ヽ
か
ヽ

レ
ふ
く

■ヽ
型
軽
Ｇ
甑
Ｇ
捜
判
」な
条
「難
翻
還
朴
凹
」

。判
ＩＪ
や
卜
撃
騨
Ｎ
Ｋ
瑠
Ｇ
英
Ｒ
Ｇ
蝶
棋

捜
劇
判
ユ
ハ
ヽ
Ｋ
申
卜
製
●
製
望
蝶
Ⅸ
Ｇ
て
く
軍
′】
ニ

旺
伸
（や
卜
旺
運
申
墓
帥
ヨ
蝶
Ｇ
伸
条
判
幾
芯
避
〉
Ｄ

や
悪
帥
ミ
い
い
と
ミ
日
）悪
帥
ギ
ふ
申
婦
縮
Ｇ
耐
引

。対
日
や
£
難
申
難
翻
Ｇ
よ
い
電
対
士
仲
凹
翌
や
ミ

沖
£
無
理
神
Ｓ
蝶

′Ｄ
撃
翻
申
Ｒ
３
対
Ｇ
雑
題
く
預
Ｇ

判
冊
は
ど
軍
習

′神
Ｓ
蝶
Ｇ
翌
Ｇ
や

′巣
隠

′神
範
―口Ｅ

。判
ＩＪ
や
卜
難
翻
申
く
軸
Ｇ
英
革
や
れ
ｐ
眠
拠
ｐ
韻
郎

ｐ
引
Ｇ
や
，Ｄ
難
翻
申
（判
ＩＪ
や
卜
対
呂
田
・椰
胆
）団
終

Ｇ
ハ
ｍ
小
―
ふ
――
州
ｗ
日
，Ｗ
Ｄ
埜
旦
ハ
同
ハ
ー
ふ
‐Ｉ
Ｈ
″

Π
Ｇ
判
帥
神
Ｓ
蝶
Ｇ
翌
♀
巣
隠
）
や
避
士
役
神
鑑
煙

。や
占
●
里
は
申
連
革
や
和
ｐ
旺
捜
ｐ
醤
郎

′】
Ｄ

瑠
伸
和
眠
翌
眠
ヽ
赳
申
僻
縦
Ｇ
「択
Ｒ
Ｇ
ハ
ｍ
小
―
ふ

―Ｉ
Ｈ
″
阿
Ｌ
緯
雑
題
肛
く
判
士
仲
肥
翌
Ｇ
神
Ｓ
蝶
」

捜
濃 梯

縦
制
眠

僻
縦

僻
縦

削
眠

授
世

Ｑ

Ｒ

ｒ

名ふ
〇
∞
ヤ

（Ｓ
Ｏ
Ｏ

念

畳

（
ぶ
Ｏ
Ｎ
ｒ

甲
眠
球
譜
慕

蝶
棋
対
ユ
ハ
ヽ
Ｋ
学
卜
Ｇ
捜
判
製

二
仲
瑠
望
難
翻
Ｇ
神
範
肛
翌
味
瞑
Ｇ

劉
眠
悪
帥
〇 緯

雑
題
極
く
判
士
仲
肥
翌
Ｇ
神
Ｓ
蝶
Ｃ 英

Ｒ
対
則
く
Ｇ
ハ
田
小
―
ふ
‐Ｉ
Ｈ
″
Ｒ
（母

劉
眠
〉
鮒
申
雑
駆
Ｓ
蝶
（Ｏ

- 1 6 -



臨
電
皿
暉
台
■

。翻
維
や

尺
叶
里
捜
封
判
紳
電
Ｇ
ぷ
抵
Ш
翌
Ｇ
】
Ｄ
対
二
ヽ
卜
・

。翻
総
や
尺

叶
望
捜
判
対
紳
電
Ｇ
岬
暖
遅
く
Ｇ
】
Ｄ
判
雑
極
極
く
・

。Ｒ
い
麟
Ｇ
雑
極
Ｇ
判
岬
球
椰
翠
欝
■
ロ

。翻
総
や
ミ
叶
望
娯
劇
・

。輸
電
Ｇ
ぷ
抵
神
翠
ぷ
費
・

。判
日

や
£
佃
や
妊
軽
Ｇ
蝶
棋
芸
柊
′担
士
セ
肥
翌
Ｇ
芸
柊
・

。経
軽
Ｇ
英
Ｒ
や
呂
き
皿Ｋ
Ｇ
Ｒ
ぃ
ゃ
極
Ｇ
て
岬
蟹
・

難
即
こ
盗
装
製
二
眠
申
悪
帥
・

。対
ＩＪ
や
増
や
「
蚕
念
Ｒ
ｒ避
脚
賦
ロ

。対
ｌＪ

や
盆
佃
や
妊
軽
Ｇ
蝶
拭
巣
柊
′避
士
セ
肥
翌
Ｇ
巣
隠
・

。統
軽

Ｇ
英
Ｒ
や
呂
き
叫
判
難
翻
呂
齢
苺
製
二
旺
申
寡
帥
・

。翌
郎
団

Ｇ
旺
捉
Ｇ
県
則
軍
翌

′削
需
岬
球
日英
Ｒ
Ｓ
蝶
Ｇ
や
・

。Ｒ
３
鳴
Ｇ
蝶
棋
捜
判
や
遅
狂
田
・

翻
郎

寸

。対
日
や
二
】
●
殺
旦
還
回
母
さ
く
ロ
０判

日
や
卜
に
蝶
申
（セ
壌
里
哀
）悪
歴
曖
剛
郎

′Ｇ
】
Ｄ
埜

里
慨
謡
堅
回
Ｇ
劉
駅
い
揮

′制
郎
朴
ば
Ｇ
謡
娯
翌
日

。投
謡
Ｇ
堅
回
翻

駅
製
二
仲
軸
翌
昧
電
Ｇ
翌
お
判
胆
離
金
お
Ｇ
ば
皿
・

二
栂
や
Ｇ
剛
眠
・綿
縮

。判
門
や
卜
難
翻

申
翌
郎
団
や
士
毛
和
通
望
岬
抵
Ｖ
Ｄ
対
神
Ｓ
蝶

′ぺ
神

や
き
胆
●
士
Ｇ
ぷ
抵
Ｇ
●
――
′盆
監
や
難
翻
Ｇ
ぷ
抵

阻
翌
製
Ｄ
判
々
〓
や
（勾
や
謡
翼

〓
り
′押
皿
ア
っ＝
翌

対
岬
蟹
呂
＜
Ｇ
）
Ｄ
判
雑
極
延
＜
〉
ヽ
お
麟
申
神
鑑
距

。対
日
や
卜
難
酬
申
翌
郎
問
Ｇ
対
ＩＪ
や
ミ
条
約
通

里
督
抵
Ｖ
Ｄ
対
神
Ｓ
蝶

′ミ
神
申
き
胆
Ｑ
士
Ｇ
ぷ
賦
Ｇ

や
′£
監
や
難
即
Ｇ
岬
球
郊
翠
革
翌
Ｇ
知
や
巴
再
神

翠

′椰
翠
軍
習

↓
抑
い
麟
申
ぷ
怒
阻
ど
判
ぷ
抵
呂
く

。判
日
や
ミ
神
Ｎ
択
さ
や
極
Ｇ
ぐ
増

抵

′Ｓ
監
申
難
馴
Ｇ
Ｒ
３
増
Ｇ
岬
蟹
や
士
縄
望
柵
ぐ

旦
母
苺
皿Ｋ
）
０
理
申
悪
肺
′）
眠
ヽ
赳
Ｎ
婦
縦
ミ
碑
引

。対
日
や
民
や
申
英
Ｒ
Ｇ
や
）

Ｄ
瑠
Ｎ
削
眠
悪
冊

′Ｄ
難
翻
申
糸
和
て
ｙ
っＶ
Ｄ
蝶
棋

口
不
ヽ
Ｇ
勺
′申
対
ＩＪ
ｙ
つ】
Ｄ
捜
対
ｐ
〓
Ｇ
ぷ
蟹
運
郊

翠
・呂
Ｓ
・呂
く
や
ヽ
準

メ
ミ
神
鏡
―口Ｅ
′】
Ｄ
母
£
判
ヽ

Ｇ
譜
部
Ｇ
「英
Ｒ
Ｇ
蝶
Ⅸ
興
瑚
Ｇ
神
畿
煙
翌
昧
曝
」

。判
ＩＪ
や
卜
根
謡
や
胆
離

翻
郎
Ｇ
盆
翌
や
卜
里
韻
革
・緯
忌
や
杓
ｐ
旺
捜
ｐ
醤
駅

申
昧
憶
金
お

′代
ヽ
赳
申
維
駅
Ｇ
制
眠
船
縦

′対
酌
電

Ｇ
「騨
離
問
皿
Ｇ
翌
芯
ｉ
和
仲
抑
里
選
皿
Ｇ
金
お
く

鎖
濃

婦
縦

僻
綿

柳
眠

劉
択

キ
嫌
縦

劉
眠

題
世

（
ふ
Ｏ
Ｏ

ハ
ふ
Ｏ
Ｏ

（ふ
０
田
ｒ

Ｑ

呂

ｒ

（
ふ
Ｏ
Ｏ
ｍ

岬
慣
対
謹
慕

や
民
や
申
督
球
陛
ｕ
判
岬
抵
呂
く
（こ

や
ミ
や
申
ぷ
抵
郊
翠
軍
書
Ｃ

翻
眠
や
ミ
神
申
督
抵
捜
対
（じ

英
Ｒ
Ｇ
蝶
拭
捜
劇
（じ

慨
謡
胆
酷
制
郎
（じ
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臨
電
回
暉
魯
〓

。対
ｌＪ
や
る
）
●
組
霊
田
幾
芯
・

。歴
阻
Ｇ
劉
駅
製
０
殺
旦
肥
騰
劉
駅
・

。判
日
や
二
】
●
殺
旦
呂
皿
金
お
・

。
極
阻
Ｇ
制
駅
製
ｏ
組
望
肥
酷
翻
駅
ロ

。離
翠
Ｇ
単
酷
潤
皿
Ｇ
劇
幾
芯
翌
コ

。娯
駅
Ｇ
里
騰
問
皿
Ｇ
苺
畑
金
お
コ

。や
卜
む

韓
Ｄ
翻
削
申
昧
翌
Ｇ
歴
阻
触
駅
製
●
殺
里
胆
騰
翻
駅
・

二
お
雫
Ｇ
和
眠
・梯
縦

。母
日
や
せ
申
昧
憶
Ｇ

や
′Ｄ
約
£
申
憶
側
Ｇ
肥
離
ポ
Ｄ
製
謡
Ｇ
問
皿
′】
Ｄ

瑠
や
瓢
林
朴
ば
Ｇ
口
一Ｇ
て
い
鍬
帥
埜
軽
騨
ぐ
Ｇ
翌

。判
ＩＪ
や
せ
申
昧
怪
Ｇ
や
，Ｄ
約
£
申
憶
卿
Ｇ
肥
離
翌

Ｄ
慨
部
Ｇ
問
皿
′】
Ｄ
瑠
や
翻
駅
Ｇ
肛
回
寸
Ｇ
】
い
揮

。判
ＩＪ
や
卜
単
品
申
条
翌
和
ｐ
憶
卿

巴
騨
Ｇ
勾
後
肥
酷
翻
駅

，Ｄ
柚
韓

′
３
卿
い
蝶
】
皿
貯

Ｎ
条
製
杓
】
翼
駅
】
●
組
望
騨
離
製
Ｄ
投
部
後
翻
郎

鎖
濃 脚

駅
脚
駅

柳
眠

躍
世

田

ｒ 田
回
寸

田

一

岬
ば
対
語
慕

翻
郎
最
ま
■
触
駅
〇

劉
郎
い
辞

ミ
触
駅
０

£
判
ヽ
対
ｕ
拝
昧
翌
榊
郎
Ｃ
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紳
電
回
暉
舎
■

値
翻
Ｇ
鞘
↑
味
瞑

ｒ

。に
罫
Ｇ
僻
胆
や
卜
賦
捜
）
Ｄ
判
い
Ｇ

翻
朴
Ｇ
念
皿
翌
運
蝉
肥

′眠
装
料

′Ｎ
神
翠
Ｇ
翌
芯
・

。
に
罫
申
雑
極
Ｇ
ヽ
い
Ｈ
ヤ
（≡べ
判
難

田
Ｅ遅
回
・

。に
罫
Ｇ
堅

皿
ロ

呂
回
幾
さ
コ

。判
日
や
増
や
引
本
念
８
と
柳
眠
・

。
制
眠
収
二
旺
申
悪
肺
・

。電
日
や
増
ｐ
引
本
Ｑ
Ｓ
に
蝶
Ｇ
悪
肺
軍
冬

皿に
．

。Ｒ
３
鳴
Ｇ
卜
ふ
欝
習
・

。よ
い
鳴
Ｇ
蝶
棋
村
田
製
と
仲
軸
里
英
埜
軽
柵
ぐ
・

。い
ｔ
Ｖ
Ｄ
四
申
副
眠
申
な
ミ
ＩＪ
・

。鮒
理
Ｇ
碩
翻
二
Ｄ
様
・

ぷ
四
い
蝶
Ｇ
値
即
Ｇ
い
書
Ｇ
念
皿
・

。や
卜
里
条
伸
答
申
妊
榔
再
判
胆
酷
Ｇ
い
遷
Ｇ
念
皿
・
０
い

い
】
０
理
的
削
眠
申
ニ
ハ
ヽ
Ｋ
早
卜
Ｇ
い
辞
Ｇ
念
皿
・

二
お
雫
Ｇ
劉
眠
・綿
縦

。ト
タミ
や
い
申
対
ＩＪ
や

卜
眠
捜
望
い
Ｇ
い
〉
●
ふ
―
い
ュ
小
や

′堅
枢
韓
埋

′い

Ｇ
震
贈
Ｋ
▲
ユ
Ｋ
Ｇ
劇
幾
お

′申
佃
翠
Ｇ
金
お

′Ｗ

尺
黒

。
や
卜
里
選
罫
申
翌
Ｅ
Ｒ
Ｇ
金
お

′Ｄ
難
翻
申

糸
や
二
）
ミ
β
】
料
冬
韓
里
い
ヽ
Ｇ
勾
後
ヽ
い
弓
ヤ
い

Ｒ
翌
簿
】
●
々
里
ミ
や

′Ｄ
に
申
難

回
対
選
回
Ｇ
翌
蒔

。判
日
０
世
申
か
―
六
や
や
還
苺
皿ｋ
′ゃ
判
門
始

朴
）
と
旺
申
悪
帥
や
二
】
●
峰
申
代
韓
い
麟
や
軍
冬
叫

′申
Ｒ
３
Ｓ
Ｇ
鞘
↑
昧
保
Ｇ
£
製
や
卜
蝶
棋
や
「壇
劇

翌
Ｄ
料
皿
０
壇
望
べ
謎
」や
ミ
伸
盆
母
や
運
付
Ｖ
二
縄

旦
柵
怠
味
瞑

ｔｒ
一橿
や
四
い
蝶
申
値
即
鞘
念
Ｇ
い
書

。判
ＩＪ
い
や
申
駅
躍
Ｇ
碩
翻
継
ぐ
昧

曝
二
Ｄ
様

′さ
卿
い
蝶
申
領
即
Ｇ
環
書
Ｇ
念
皿
′】
ぺ

ヽ
赳
Ｎ
「よ
い
嶋
Ｇ
継
ぐ
味
曝
Ｇ
盆
製
Ｇ
蝶
Ⅸ
捜
判
」

。対
ＩＪ
や
ト
ロ
一糸
沖
答
申
肥
騰
や
ト

駆
里
鞘
点
昧
曝
や
士
紀
里
い
揮

メ
つい
】
Ｄ
瑠
申
翻
眠

や
ユ
ハ
六
Ｋ
学
卜
や
卜
極
望
柵
↑
昧
曝
Ｇ
い
懇
Ｇ
念
皿

′眠
ヽ
赳
や
脚
駅
，僻
維
「鮒
理
Ｇ
便
翻
継
ぐ
Ｇ
い
球

柵
ぐ
Ｌ
Ｒ
３
増
Ｇ
柵
ぐ
昧
曝
Ｇ
盆
翌
Ｇ
蝶
棋
壇
対
」

鎖
濃

翻
眠

翻
眠

十
艦
椎

触
眠

削
駅

臣
世

Ｑ

８

念

Ｒ

ャ

（ぶ
〇
∞
ｒ

（ふ
〇
∞
ｒ

岬
は
対
語
部

二
な
や
Ｇ
幾
さ
含
）

Ｒ
３
鳴
Ｇ

継
怠
味
曝
Ｇ
£
世
Ｇ
蝶
棋
捜
割
合
）

鮒
軽
Ｇ
領
翻
柵
ｔ
Ｇ
い
球
柵
点
６
）

ニ
ハ
ヽ
Ｋ
学
卜
や
卜
極
望

Ｒ
３
鳴
Ｇ
縦
点
昧
保
Ｇ
い
球
継
↑
ぐ
）
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田
ｒＳ
母
ヽ
Ｇ
翻
眺

′距
瑠
寸
榔
郎
蝉
揮

，引
本
田
巾
翻
駅
摘
捜
製
中翻
眺

（念
Ｒ
革
）
臣
世
お
即
眠
口綿
縦

避
お
―
ふ
―
い
盤
駅

ヽ
い
Ｈ
や

”ヽべ
電
鮒
畔

避
占
鎖
駅
網
念
味
曝
６
韓
哀
）



臨
電
皿
暉
々
■

。卜
に
】
Ｄ
判
冊
Ｘ
や
肥
離
・

。
慨
部
肥
離
Ｇ
〓
避
お
・

緯
鵡
韓
Ｇ
Ｓ
世
Ｇ
柵
念
味
保

Ｎ

て判
同
時
電
や
判
蚕
窓
８
運
蜘
駅
・

。や
£
難
伸
憩
電
婦
縦
い
ヽ
翻
眠
ロ

。Ｒ
や
士
Ｇ
雑
極
判
卜
小
ふ
Ｋ
翌
・
０選

即
Ｇ
雨
軽
判
選
翻
耐
皿
Ｇ
】
Ｄ
判
―
転
―
い
螢
林
ロ

。Ｒ
３
増
Ｇ
卜
ふ
ヽ
―
ト
ロ

。や
卜
対
引
本
念
景
担
瓢
眠
・

。難
翻
還
鶴
装
Ｇ
英

択
に
預
呂
本
皿Ｋ
母
難
翻
Ｇ
紳
電
僻
縦
や
ヽ
望
脚
眠
・

】
３
０
口
ふ
く
い
卜
距
蔦
里
旧
い
捜
判
後
昧
曝
ロ

。暗
極
Ｇ
騨
柳
畑
様
判
避
軽
Ｇ
田
皿
・

。旺
捜
判
約
Ｅ
Ｇ
巴
再
ば
巡
貯
電
・

。酌
電
Ｇ
鞘
ぷ
製
く
・

。英
Ｒ
壇
預
Ｇ
や
ロ

。鞭
電
呂
冬
叫
判
婦
慨
Ｇ
せ
製
，Ｘ
軍
・

。や
卜
対
引
本
念
暑
担
触
眠
・

。難
即
選
鶴
苺
Ｇ
英

革
Ｓ
蝶
暑
き
皿に
対
難
騨
Ｇ
紳
電
嫌
縦
や
ヽ
里
削
眠
・

。難
翻
Ｇ
士
仲
肥
翌
Ｇ
芸
Ｎ
Ｇ
電
製
Ｇ
蝶
拭
料
皿
・

。難
翻
Ｇ
軽
極
Ｇ
判
巣
Ｎ
対
神
塩
距
・

。難
翻
Ｇ
巣
隠
・

。や
卜
対
対
本
念
８
避
柳
眠
・

。難
即
眠
鶴
苺
Ｇ
英

Ｒ
Ｓ
蝶
や
選
苺
叫
母
難
翻
Ｇ
鮨
電
僻
縦
や
ヽ
里
触
駅
・

。Ｋ
ミ
て
ミ
ふ
ハ
ヽ
Ｇ
い
揮

・

。Ｋ
▲
二
Ｋ
Ｇ
電
い
欝
・

。雑
極
肛
く
Ｇ
極
賦
書
日

二
な
雫
Ｇ
触
眠
口禅
艦

。対
日
や
卜
却
Ｇ
や
や
仰
ｐ

拒
翻
郎
′担
胆
離
′紀
や
。卜
後
や
い
申
赳
樋
や
卜
黒

い
翌
幾
さ
望
呂
モ
相
，ｐ
判
門
い
や
申
慨
謡
胆
酷
Ｇ
く

里
Ｇ
〓
幾
さ

，】
ミ
＝
赳
や
制
眠

′艦
維
Ｇ
●
寸
緯
引

。判
ＩＪ

や
卜
望
会
な
答
申
妊
軍
Ｇ
】
Ｄ
母
Ｒ
尺
神
れ
て
や
占
●

里
嶋
望
電
製
Ｇ
や
後
―
転
―
い
韻
郎

′判
雨
尊
い
型
後

―
転
―
い
出
駅

‐
十
一ｅ
世
ｙ
Ｏ
】
０
導
苺
叫
ｐ
い
暉
柵

ぐ
巾
値
即
柵
怠

′】
Ｄ
判
―
転
―
い
選
駅
Ｇ
岬
郵
柵
点

。判
ＩＪ
や
占
●

望
嶋
伸
謎
革
ｙ
つ】
Ｄ
歴
曖
望
還
苺
叫
申
ニ
ハ
六
か
ヽ
レ

ふ
Ｋ
い

ｔｒ
一埜
や
卜
睡
阻
Ｎ
継
ぐ
味
曝
′Ｄ
難
即
伸
ふ
Ｋ

い
や
ミ
里
Ｇ
神
範
―口Ｅ
や
い
ω
判
ｐ
旧
い
狂
田
い
ヽ
望
味

曝

‐テ
一や
対
判
や
卜
選
即
申
墳
預
Ｇ
や
判
紳
電
Ｇ
絆
盤

理
く
′Ｋ
軍
′せ
型
′】
Ｄ
判
雨
尊
Ｇ
Ｉ
転
―
い
描
駅

。判
ＩＪ
や

士
Ｑ
望
嶋
申
謎
革
や
杓
ｐ
蝶
棋
巣
隠
′Ｄ
撃
騨
申
糸
や

ミ
栂
£
無
後
対
ＩＪ
や
卜
極
阻
申
蝶
棋
や
柵
ぐ

′Ｄ
難
翻

口
ふ
ヽ
Ｇ
知
的
芸
恭
，Ｗ
Ｄ
対
雨
尊
Ｇ
Ｉ
転
―
い
韻
駅

。判
日
や
士
●
望
唖
申
謎
革
や
杓
ｐ
選

駅

，Ｄ
難
翻
伸
英
Ｒ
判
熙
電
Ｇ
ニ
ハ
六
か
ヽ
レ
Ｋ
▲
二
Ｋ

♀
Ｋ
ミ
て
ミ
ふ
ハ
六
Ｇ
賦
饗
Ｇ
Ｓ
翌
や
「
抱
叫
Ｅ
壮
翌

申
皿
Ｇ
柵
ぐ

′Ｓ
製
や
や
抱
引
Ｅ
姓
翠
申
団
Ｇ
柵
ぐ

判
軽
田
く
預
Ｇ
電
釜
翌

，な
条
い
料
Ｇ
Ｉ
転
１
３
選
郎

捜
濃

触
眠

制
眠

十
賠
維

制
興

十
艦
維

翻
択

＋
僻
縦

劉
照

十
艦
継

Ｉ
世

念

８

（
ふ
Ｏ
Ｎ
ｒ

像

８

ヤ

（ぶ
０
∞
ｒ

（
ふ
０
一
ｒ

甲
は
対
鷲
慕

慨

謡
Ｇ
胆
離
問
皿
Ｇ
〓
黒
総
避
さ
６
）

妊
軽
判
雨
尊
Ｇ
Ｉ
体
―
い
韻
郎
↑
）

ュ
ハ
ヽ
小
ヽ
レ

Ｓ
Ｋ
い
Ｇ
電
製
Ｇ
歴
阻
Ｋ
御
―
ホ
合
）

照
Ｒ
Ｇ
黙

棋
巣
隠
Ｇ
盆
製
Ｇ
蝶
棋
神
鏡
皿
６
）

無
Ｒ
や
ミ
削
申
岬
抵
Ｇ
い
球
柵
念
ぐ
）- 2 0 -



綸
電
回
暉
々
〓

。や
卜
対
判
本
念
８
避
制
限
日

。難
騨
呂
盤
装
Ｇ

英
Ｒ
壇
預
呂
苺
叫
対
難
酬
Ｇ
酌
電
僻
縦
や
ヽ
翻
眠
・

。英
Ｒ
Ｇ
蝶
卿
Ｇ
判
県
則
軍
翌
・

。輸
電
Ｇ
案
則
軍
習
呂
ぐ
米
′呂
ぐ
・

英
革
Ｇ
電
製
Ｇ
想
仙
揮
く

０

Ｘ
Ｈ

′英
択

′

。胆
酷
対
翌
郎
団
Ｇ
憶
肛
茶
＜
・

。に
蝶
Ｇ
妊

二
な
や
♀
遅
皿
Ｇ
）
Ｄ
瑠
申
悪
苺
叫
・

。
に
蝶
Ｇ
悪
装

皿Ｋ
Ｂ

。や
卜
対
引
本
念
Ｒ
吊
一翻
興
・

。撃
翻
母
鶴
装
Ｇ
英
Ｒ
歴
阻
や
呂
苺
駅
や
ヽ
里
脚
眠
・

。Ｒ
£
判
Ｇ
Ｋ
ハ
▲
ト
ト
ハ
択
Ｋ
Ｉ
ふ
・

。英
択
Ｇ
に
蝶
車
帥
ロ

。輸
電
Ｇ
Ｋ
ハ
▲
ト
ト
ハ
Ｒ
Ｋ
Ｉ
ふ
・

。や
卜
対
引
蚕
念
景
ｒ饉
榔
眠
・

。難
即
母
鶴
苺

Ｇ
英
革
や
還
モ
叫
対
撃
馴
Ｇ
鮨
電
婦
縦
や
ヽ
里
翻
眠
ロ

。英
Ｒ
対
判
陣
電
Ｇ
魯
ハ
ト
ー
同
コ

。英
代
対
鮨
電
Ｇ
ハ
ｍ
か
御
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
・

。や
卜
判
引
本
念
８
と
翻
眠
・

。選
翻
遅
鉢
苺

Ｇ
英
Ｒ
呂
装
旺
対
難
翻
Ｇ
敵
電
艦
縦
や
ヽ
望
翻
択
・

。翌
郎
側
判
鵬

胆
Ｇ
帥
珊
製
，劉
眠
・婦
縦

′郎
料
回
組
や
軍
昧
懇
ロ

。英
Ｒ
Ｇ
帥
船
製
・翻
眠
・冊
縦
日

。英
Ｒ
Ｇ
郎
料
回
ｑ
Ｇ
ヽ
い
Ｈ
十

〕ヽ択
翌
お
ロ

二
沖
雫
Ｇ
翻
眠
・綿
艦

０判

ＩＪ
や
士
●
望
は
や
謎
革
や
和
ｐ
蝶
拭
′Ｄ
撃
即
申
英
Ｒ

や
卜
蝶
卿
対
鞭
電
Ｇ
（曜
則
革
習
Ｇ
Ｒ
Ｅ
呂
ぐ
ネ

′還

冬
）曜
則
軍
習
や
郎
穏
翌
電
製
や
卜
蝶
棋
Ｎ
娯
＝
翌
０

墳
里
択
謎
Ｇ
神
盤
ＩＥＥ
′Ｖ
Ｄ
判
而
尊
Ｇ
Ｉ
体
―
い
描
郎

。対
門
や
卜
軽
翻
や

翌
郎
団
Ｇ
怪
肛
準
く
，Ｄ
撃
翻
申
肥
酷
，妊
ネ
Ｈ
′英

Ｒ
メ
つな
雫
♀
畳
田
Ｇ
ば
祉
穏
く
′沖
後
や
二
旺
申
悪

冊
呂
装
皿に
ゃ
二
ｐ
く
翌
香
麟
旦
憶
祉
茶
く
旦
こ
蝉
四

。判
門
や
と
Ｇ

望
峙
申
謎
革
や
和
ｐ
歴
阻
や
畳
苺
叫

′わ
朴
申
英
Ｒ
Ｇ

Ｒ
や
世
Ｇ
Ｋ
ハ
▲
ト
ト
ハ
Ｒ
Ｋ
Ｉ
ふ
や
呂
昧
ぶ
や
盆
胆

申
士
セ
謎
爾
♀
轟
胆
Ｇ
賦
饗

′Ｖ
Ｄ
却
―
転
―
い
韻
郎

。対
ＩＪ
や
士
●

望
は
Ｎ
避
革
や
れ
】
選
駅

′Ｄ
撃
翻
申
鞭
電
Ｇ
本
ハ
ト

ー
同
判
ハ
ｍ
か
御
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
ゃ
Ｓ
ｐ
英
Ｒ
Ｇ
憶
肛
準
く ０判

日
峰
朴
Ｎ
妊
胆
剛
Ｇ
埜
や
卜
歴
陛
望
埜
郎
′Ｄ
難
翻

伸
く
軸
Ｇ
英
革
Ｇ
球
・博
卿
蝉
Ｇ
埜
い
ｔ
申
帥
珊
製

ず触
眠
・僻
縦
判
択
Ｒ
Ｇ
眺
料
回
ｑ
Ｇ
「
い
対
十

一ヽ択

幾
ほ
肛
慕
や
や
対
郎
穏
′】
Ｄ
埜
里
い
や
申
幾
さ
♀
祉

慕
茶
く
望
々
〓
申
い
書

′Ｖ
Ｄ
判
英
Ｒ
Ｇ
ば
仙
準
く

捜
濃

削
眠

＋
綿
縮

僻
縦

削
眠

＋
艦
縦

僻劉
維眠

総眠
縦 十翻

題
世

（ぶ
〇
∞
ｒ

（ふ
０
０

（
ぶ
０
寸
Ｎ

（ぶ
〇
〇
Φ

念

８

ヤ

岬
は
対
謹
慕

歴
陛
対
眠
興
Ｇ
案
則
軍
ョ
６
）

Ｒ
尺
神
Ｇ
怪
肛
お
く
↑
）

択
せ
姓
Ｇ

Ｋ
ハ
ぬ
ト
ト
ハ
択
Ｋ
Ｉ
ふ
や
呂
昧
ぶ
合
）

体
ハ
ト
ー
同
判
ハ
何
か
御
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
６
）

英
革
球
隠

・慨
蝉
対
眺
料
回
組
Ｇ
憶
冊
お
く
ぐ
）
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ぐ
電
回
暉
魯
■

。対
日
や
増
ｐ
悪
肺
甲
陛
避
墓
帥
Ｔ

。還
駅
悪
帥
騨

。に
蝶
Ｇ

悪
帥
や
和
ｐ
終
判
‐Ｊ
や
£
監
望
呂
鶴
装
や
軽
翻
Ｇ
ば
＝

憩

′Ｄ
孟
軽
望
呂
装
駅
申
卜
ふ
「
―
卜
′憶
肛
準
く
・

制
眠
墓
帥
Ｇ
盆
製
Ｇ
卜
ふ
「
―
卜

寸

。母
ＩＪ
や
鳴
ｐ
悪
冊
碑
阻
担
悪
帥
Ｔ

。翼
駅
や
悪
冊
騨

。に
蝶
Ｇ
墓
帥
や
熊
ヨ
Ｇ
判
ＩＪ
や
£
難
望

呂
饉
装
申
磯
翻

′Ｄ
経
軽
里
眠
苺
旺
申
卜
ふ
ヽ
―
卜
・
。
〓帥

尊
卜
翌
昧
Ｇ
Ｉ
転
―
い
錨
駅

′や
Ｉ
Ｇ
卜
ふ
ヽ
―
卜
・
ＯＲ

ぺ
や
選
く
珊
Ｇ
卜
ふ
対
ニ
ハ
ヽ
Ｋ
学
卜
Ｇ
柵
ぐ
味
曝
コ

触
駅

０

。判
ＩＪ
や
二
】
●
殺
里
呂
皿
金
お
Ｋ
・
０対

日
や
卜
に
蝶
や
（セ
張
翌
頭
）
悪
眠
曖
蜘
駅

′Ｇ
）
Ｄ
埜

望
投
謡
堅

皿
Ｇ
劉
駅
い
韻

′
翻
駅
朴
ば
Ｇ
謡
翼
翌
・

。
投
謡
Ｇ
難

回
削

駅
製
二
仲
軸
里
昧
憶
Ｇ
翌
お
母
肥
酷
金
お
Ｇ
問
皿
口

。判
ＩＪ
や
二
】
●
殺
選
回
述
さ
・

。眠
阻
Ｇ
制
駅
製
●
組
里
騨
離
削
駅
・

二
お
雫
Ｇ
刷
眠
・器
縦

。判
日
や
と
い

旦
式
伸
英
Ｒ
や
運
韻
郎
Ｇ
盆
翌
や
和
ｐ
眠
捜
ｐ
い
球

継
ぐ
′】
二
眠
Ｎ
悪
帥
】
Ｄ
判
£
判
＝
Ｇ
語
慕
′】
ミ
拒

組
申
は
対
贈
Ｇ
「英
革
Ｇ
£
世
Ｇ
憶
肛
準
く
」譜
部
終

。判
日
や
±
０
旦
嶋
】
Ｄ
瑠
申
即
眠
悪
冊
申
英
Ｒ

『
Ｒ
尺
神
神
呂
終
軸
Ｇ
卜
ふ
対
ユ
ハ
六
Ｋ
学
卜
Ｇ
柵
ぐ

昧
曝
′】
眠
ヽ
赳
申
鷲
謡
Ｇ
「怪
仙
準
く
Ｌ
緯
避
韓
」

。対
ＩＪ
や
卜
慨
謡
申
肥
離

翻
駅
Ｇ
盆
製
や
卜
望
館
革
益
叫憲
や
抱
ｐ
賦
娯
ｐ
韻
駅

申
昧
憶
翌
芯

′ば
ヽ
赳
申
継
駅
Ｇ
翻
眠
僻
縦

′判
紳
電

Ｇ
「肥
酷
個
皿
Ｇ
幾
芯
ｉ
和
律
軸
里
呂
回
Ｇ
幾
さ
く

。対
日
や
せ
申
球
憶

Ｇ
や
′Ｄ
憶
卿
申
胆
離
世
Ｄ
慨
謡
Ｇ
潤
皿
′】
Ｄ
四
申

劉
郎
錦
装
Ｇ
対
本
田
Ｏ
Ｇ
て
い
鍬
冊
埜
軽
騨
怠
Ｇ
翌

撻
濃
翻
眠

制
限

僻
縦

榔
照

脚
択

制
眠

劉
駅

恒
世

念

８

ｒ

Ｑ

呂

ｒ

名
ふ
Ｏ
Ｏ

（
ぶ
〇
〇
一

（ふ
０
０
Φ

〔
ふ
０
国
一

判
本

田
Φ

岬
は
対
語
器 ｒ削
照
寡
帥
６
）

側
翻
興
悪
冊
６
）

僻
継
Ｇ
£
製
Ｇ
経
阻
削
興
悪
帥
↑
）

ャ脚
眠
悪
帥
合
）

側
触
眠
悪
帥
６
）

慨
謡
肥
離
触
駅
↑
）

翻
郎
崩
ま
ド
制
郎
合
）
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鞭
電
回
四
脅
■

。判
ＩＪ
や
と
Ｖ
Ｏ
殺
里
呂
皿
幾
さ
口

。歴
陛
Ｇ
制
駅
製
●
組
望
肥
酷
翻
駅
ロ

。腱
選
Ｇ
単
酷
問
皿
Ｇ
判
金
お
製
ロ

。娯
駅
Ｇ
里
誰
潤
皿
Ｇ
基
畑
幾
さ
・

。
や
卜
ｕ

韓
Ｄ
翻
細
申
昧
翌
Ｇ
眠
阻
触
駅
翌
●
殺
里
肥
酷
榔
駅
・

二
栂
雫
Ｇ
翻
賦
口僻
縦

。判
ＩＪ
や
蛙
Ｎ
昧
憶
Ｇ
や
′０
粕
£
申
憶
卿
Ｇ
肥
離
翌

Ｄ
慨
謡
Ｇ
潤
皿
′Ｗ
Ｄ
瑠
申
脚
駅
Ｇ
極
回
寸
Ｇ
や
い
饗

。判
日
や
卜
導
誰
申
糸
製
杓
ｐ
棋

卿
理
型
Ｇ
勺
後
肥
離
翻
駅

′Ｄ
鞭
韓

′
い
四
い
蜂
ｐ
皿

憩
申
ミ
製
和
ｐ
翼
郎
】
●
無
理
肥
離
製
０
投
謡
後
榔
駅

樋
濃

翻
郎

翻
眠

肛
世

肛
瑠
寸

田

一

甲
ば
対
語
謡

翻
駅
い
遷

雨
脚
駅
６
）

£

対
ヽ
Ｇ
】
Ｄ
蝉
や
鞭
韓
昧
翌
翻
郎

ぐ
）
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革

択

０や

二
】
Ｄ
対
輯
皿
や
製
州
申
対
‐Ｊ
や
卜
ば
隅
申
神
や
杓
ｐ

戦
黙
里
い
ば
緯
念
Ｎ
ほ
革
判
縦
憲
Ｇ
綿
煮
球
螺

′と

ヽ
い
弓
十

ミヽ
様

が
長
投
●
鳴
ｐ
料
後
翌
芯
母
黙
榔

や
卜
蛙
脚
や
く
珊
Ｇ
鞘
念
昧
螺
と
ヽ
い
月
十

中ヽミ
里

。や
二
】
£
無
Ｗ
Ｄ
対
「謡
景
Ｇ
帥
「

翠
蝉
騨
念
ｉ
抱
緯
憲
や
卜
題
里
柵
念
昧
曝
と
ヽ
い

村
十
（一べ
様

タタミ
製
●
ミ
や
二
】
貧
栄
里
神
や
卜
幾
懸

や
縦
忌
や
卜
題
里
柵
念
昧
瞑

′担
当
い
弓
十

Ｒヽ
里

。や
二
ｐ
く
赳
冬
翌

抱
駆
駅
）
ミ
黒
望
蜘
眠
・僻
縮

′と
ヽ
い
Ｈ
ヰ

・ヽべ
様

斡
ほ
神
組
郎

（様
）

。や
卜
対
運

回
申
判
ＩＪ
や
士
●
伸
ミ
や
抽
ｐ
戦
黙
ｐ
い
暉
柵
念
Ｎ
択
謎
や

呂
鎖
駅
や
和
ｐ
眠
阻
伸
綿
念
昧
瞑

′】
Ｄ
対
韻
旺
冊
翠
蝉

や
Ｗ
●
鳴
望
鎖
濃
く
御
―
や
や
い
ヽ
Ｇ
鞄
′祢
ミ
や
な
対
逆

謡
螺

′甲
陛
母
巡
卜
幾

。や
と
い
里
武
申
起
革
対
講
憲
Ｇ

綿
念
昧
瞑
や
還
醤
林

′や
約
ｐ
蝶
拭
申
対
ｌＪ
わ
和
Ｎ
捜
＝

棋
Ｄ
料
皿
】
０
墳
里
ミ
謎
や
卜
無
Ｇ
や
後
神
壌
肛
翌
昧
曝 神

Ｇ
引
本
貯
田
後
鉢
翌
い
隠
滞
念
●
ミ
い
鳴
ｐ
神
や
二
】
Ｄ

吐
制
伸
縦
景
Ｇ
冊
村
翠
蝉
鞘
念

′】
Ｄ
題
里
謡
療
Ｇ
昧
曝

□
一Ｓ
対
ヽ
Ｇ
触
駅

延
興
寸
蜘
駅
い
韓

□
や制
郎
謡
螺
翌

題
世
ゆ
零
刷
眠
コ僻
維

騨
離
翌
珀

（里
）

０
や

コ
抱
せ
幾
抱
緯
寝
霊
Ｋ
田

′値
翻
終
軸
Ｇ
柵
念
味
螺

神
や
二
】
Ｄ
蛙
刷
抱

拒
革
・緯
寝
選
Ｋ
珊
や
卜
題
里
継
悠
と
は

′】
Ｄ
型
重
匹

延
世
Ｒ

触
眠
・嫌
維

翌
田
幾
芯

神
恭
孜

極
世
翌
芯

輯
難
難
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博
封
孜
鮨
電
ヽ
い
可
十
い
べ
Ｇ
騨
離
響
抑
ａ
一）
対
避
さ
神
悩
駅
網
念
味
螺
（様
）

Ｇ
韓
哀
）



某

択

０や

二
】
Ｄ
対
二
お
雫
申
対
叫
や
や
判
神
謎
Ｇ
£
製
や
士
●

わ
準
里
描
駅
Ｇ
い
瞬
柵
念
申
軍
皿
金
お

′母
劉
林
・

。や
′つ
】
Ｄ
母
ム
な
黎
や
対
日
や

盆
熊
申
撃
翻
呂
描
郎
卜
条
劇
里
い
暉
柵
煮

）
や
饉

ｐ
Ｇ
や
ヽ
勾
対
里
醸
翻
や
軍
終
軸

′母
取
眠
・嫌
縦
ロ

。や
′わ
Ｗ
Ｄ
『
″０
さ
雫
Ｎ
判
ｔＪ
〉
′っ
】
Ｄ
口
一選

罫
申
ば
州
昧
棋
Ｇ
巡
幾
答
対
重
回
Ｇ
抵
畑
幾
さ

′Ｄ

凹
薗
里
く
畔
Ｇ
避
さ
や
値
騨
終
珊
Ｇ
柵
悠
球
螺
口

。や
や
輔
担
軍

皿
Ｇ
怪
撃
Ｇ
や
′
い
縄
】
Ｄ
怪
躍
】
●
組
望
選
回
幾

お
Ｇ
ヽ
い
Ｈ
十

ミヽ
楳

夕と
い
い
Ｇ
装
綱
譜
部

メ
Ｒ
や

卜
単
性
後
は
球
や
卜
蝉
側
猛
―
判
ヽ
い
月
十

”ヽべ
里
・

掌
お
神
描
駅

（様
）

（製
謡
肥
離
Ｇ
モ
劇
幾
さ
対
鮒
理
Ｇ
値
翻
綿

念
対
に
蝶
Ｇ
二
な
雫
Ｇ
進
畑
全
芯
）
悼
翻
Ｇ
網
念
昧
曝

．ｒ

（制
限
悪
帥
や
£
厳
Ｎ
紳
電

′蝶
棋

捜
赳
対
エ
ハ
六
Ｋ
早
卜
製
二
仲
軸
里
耐
「

ゴ
ハ
六
か
ヽ
レ
ふ

Ｋ
（■
世
畦
Ｇ
賦
Ｇ
捜
劇
コ騨
蝶
再
製
判
蝶
棋
眼
Ｘ
亜
服

Ｇ
神
鏡
肛

志
収
翻
Ｇ
雑
駆
Ｇ
対
神
範
ＩＥＥ
対
選
翻
Ｇ
芸
隠
判

択
尺
蝶
Ｇ
捜
劇
対
軽
翻
電
騨
魯
品
眠
翻
軍
朴
凹
Ｇ
神
鏡
ＩＤＥ

翌
味
標
）
Ｒ
ぺ
蝶
Ｇ
捜
劇
対
撃
翻
Ｇ
神
韻
胆
翠
昧
曝

Ｎ

（英
Ｒ
Ｇ
蝶
棋
捜
劇
対
瓢
眠
や
盆
厳
伸
陣
電
冊
維

′や
べ
神
申
岬
暖
軍
翌
判
岬
普
阻
製
対
ぷ
抵
呂
く

′英
恨

対
賦
Ｋ
Ｇ
ハ
ｍ
小
―
ふ
―Ｉ
Ｈ
ｗ
田
′儒
雄
題
把
く
対
と
仲
肥

遵
Ｇ
神
蚕
蝶
）
英
Ｒ
Ｇ
蝶
棋
捜
瑚
Ｇ
神
盤
肛
翌
昧
螺

ｏ

（盆
対
推
対
む

韓
昧
翌
Ｇ
巡
制
駅
Ｄ
慨
謡
胆
離
Ｇ
橿
諏
林

′瓢
駅
い
懇

対
蜘
駅
謡
鰹
製
製
眠
ヽ
組
申
選
皿
Ｇ
進
綱
幾
芯
）
制
駅

ギ

騨
離
翌
軸

（里
）

（翻
眠
や
ｅ
監
申
紳
電
綿
縦

荘
軍
即

Ｇ
芸
隠
判
難
酬
Ｇ
胆
離
Ｇ
「
捜
対
Ｇ
神
鏡
肛
翌
昧
螺

対
撃
翻
Ｇ
味
保
）
難
翻
軍
終
軸
Ｇ
神
鏡
ＩＥＥ
翌
昧
察

側

（難
騨
Ｇ
筆

準
Ｇ
神
鑑
肛
判
冬
韓
卓
Ｇ
盟
羅
）
撃
田
Ｇ
神
鏡
ＩＢＥ
　
ｒ

（瓢
眠
や
貧
監
や
縦

電
僻
縦

′英
Ｒ
柵
焦
ロハ
ｍ
（
―
卜

中ヽ御
く
い
壇
萩
対
爾
蛭

や
や
対
田
題
対
ぶ
蝶
捜
＝
狂
田
）
軽
曖
Ｇ
鞘
念
味
螺

寸

（和
眠
や

盆
監
抱
陣
電
僻
維

′館
革
終
軸
判
難
翻
還
終
軸
Ｇ
網
念

昧
保
判
値
騨
Ｋ
瑠
）
斑
Ｒ
対
悼
馴
終
珊
Ｇ
鞘
念
昧
曝

Φ

い
破

対
甲
語
謡
- 2 5 -



係

択

。や
鳴
ｐ
母
門
や
二
】
Ｄ
儒
縛
Ｎ
判
日
い
製
や
―
転

―
い
錨
駅
Ｇ
蛉
暉
柵
焦

′】
Ｄ
対
軽
判
翠
Ｇ
柵
念
球

螺

′笹
ミ
ト
霞
セ

ガ
０
や
母
田
思
や
杓
く
饉
望
輯
終

悶

′母
電
回
Ｇ
「
い
月
十

”ヽべ
様
対
「
い
Ｈ
十

一ヽべ
里

。や
′つ
】
Ｑ
票
抱
繰
ば
Ｇ
茶
く
製

Ｑ
喪
里
電
皿
幾
さ

，母
ミ
日
。翌
Ｄ
判
神
や
二
】
Ｄ
抱

軽
母
躍
母
〉
Ｄ
や
軽
―
体
―
い
螢
駅
里
埜
駅
ｐ
い
暉

柵
念
〉
や
母
ｐ
蛭
蝉
終
球

″と
製
軍
Ｇ
母
「
い
可
十
い

ベ
ロ
五
や
二
▼
Ｄ
対
昧
預
伸
神
製
Ｄ
縦
駅
Ｇ
「避
芯
神

韻
駅
」や
「
い
引
十

一ヽべ
様

′準
匝
対
ヽ
い
月
十

Ｒヽ
里

。や
雫

賀
ｅ
里
咽
絹
Ｇ
進
川
翼
駅

′担
「
ヽ
ミ
や
′
い
瑠
ｐ

鮒
軸
単
帽
後
□
Φ
刷
駅
謡
螺
翌

。や
二
】
Ｄ
製
謡
申

い
―Ｉ
Ｇ
脚
駅
い
揮
対
和
駅
や
占
紀
翌
謡
鰹
製

′ｄ
ミ

触
駅
Ｇ
担
世
８
時
と
紀
逆
謡
翼
翌

メ
長
鮨
電
Ｇ
刷
駅

掌
お
―
ふ
１
３
組
駅

（様
）

０対

ＩＪ
や
和
】
歴
阻
】
二
紀
里
描
駅
Ｇ
い
暉
申
値
即
Ｇ
網
ｔ
味

保

Ｊ
一埜
Ｇ
や
。母
ＩＪ
や
や
対
軽
判
翠
Ｇ
Ｈ
Ｅ
Ｇ
皿
Ｇ
鞘
念

昧
螺

′′つ
峰
申
翌
削
隔
Ｇ
貧
収
Ｇ
卜
ふ
「
―
卜
，Ｄ
蝶
Ⅸ

′Ｄ
騨
製
伸
賦
饗
Ｇ
製
】
Ｄ
判
―
体
―
い
韻
駅
Ｇ
い
球
鞘
念

′】
ｏ
は
翌
い
隠
鞘
念
Ｇ
念
皿
夕巡
卜
幾
幾
芯
後
胡
母
さ

。や
卜
対
ぷ
預
申
神
や
増
翌
翌
抵
叫
後

慨
い
い
製
申
軽
Ｇ
や
理
系

′
い
縄
】
Ｄ
母
緩
蝉
隠
抱
ミ
や
〕

〉
Ｄ
中
神
や
鳴
翌
い
料
Ｇ
（勾
や
叫
―
ベ
ー
い
卜
ふ
′出
相
柵

念

′担
望
還
基
叫
）軽
―
体
―
い
描
駅
Ｇ
柵
念
昧
螺
】
ニ

縄
翌
い
ば
柵
ｔ

′ｐ
神
製
Ｄ
卜
避
維
駅
申
「全
芯
神
組
駅
」

□
一Ｓ
対
拒
Ｇ
脚
眺

題
瑠
寸
制
駅
蛉
聾

引
本
田
Φ
蜘
駅
謡
退
翠

延
世
お
触
眠
Ｂ婦
縦

騨
酷
旺
冊

（里
）

や
卜
電
隅
申
神
珊
製
製
Ｄ
無
申
Ｒ
謎
や
コ
抱
謎
翠

翌
翌
冊
懇
・電
球
懇
申
「
―
ト
ト
ふ
】
二
紀
逆
に
報
帥
・謡

退

′ｅ
監
翌
な
抱
申
講
療
Ｓ
終
軸
収
ミ
な
唯
ｐ
騨
離
選
珊

神
や
ニ

】
Ｄ
把
抱
揮
翌
製
Ｄ
帥
選
引
本
貯
ゆ
梁
軽
里
総
鍬
柵
ぐ

ヽ

神
や
二
】
Ｄ
把
伸
遥

革
，縦
景
や
卜
珊
軍
翌
ミ
や
と
製
拒
卜
幾
騨
酷
選
珊

ト

神
卜
製
提
】
て
■
伸
士
郎
Ｇ
Ｋ

延
世
Ｒ
一椛
矩

臣
世
８
脚
駅
謡
還
翌

胆
昔
尋
蜘
照
・僻
隅

翌
皿
型
さ

神
ぷ
按

延
世
避
占

翌
難
難
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隠
当
預
臨
電
ヽ
い
Ｈ
や
い
択
Ｇ
騨
離
圧
貯
衝
一）対
避
お
―
ふ
―
い
盤
駅
網
ｔ
昧
螺
（様
）
６
韓
哀
）



摂

択
。や
二
】
Ｄ
判
二
想
雫
や
母
日

や
や
判
佃
翠
Ｇ
£
製
や
占
い
わ
準
里
鎖
郎
Ｇ
い
ば
隅

ｔ
申
翌
田
翌
さ

″筆
脚
駅
・　
　
　
。や
二
Ｖ
二
躙
伸

妊
団
里
判
日
や
卜
吐
制
抱
謎
革
Ｇ
憶
祉
茶
く
Ｇ
】
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方

資料 痴果介護実務者研修平成 13年 度、平成 14年 度の実施状況調査の結果

的 :平成 13年 度より実施されている 「痴果介護実務者研修」の 「基礎課程」な

らびに 「専門課程」の全国における実施状況を把握することを目的とした。

法 :平成 13年度、平成 14年度に各都道府県ならびに政令指定都市 (以下
「都道

府県等」と略す)に おいて実施された痴果介護実務者研修の基礎課程ならびに

専門課程のカリキュラムを各都道府県等より収集し、整理、分析を行なつた。

対象となつた都道府県等は、47都 道府県ならびに 11政令指定都市であつた。

なお、「さいたま市」「静岡市」はこの対象には含まれていない。

結 果 :平成 13年度ならびに平成 14年度の基礎課程と専門課程を年度ごとに集計し

た。なお、収集した資料は、各県の研修において使用したカリキュラム資料の

コピーであつた。そのため、すべての都道府県等から必要な項目を収集するこ

とはできなかつた。ゆえに、結果の数値は、欠損値を含んだ数値であり、不明

の都道府県が存在することを理解していただきたい。

表 1に平成 13年度ならびに平成 14年度の基礎課程の実施回数の結果を示し

た。なお、平成 13年 度は、痴果介護実務者研修の初年度であり、実施時期が

年度の後半からの開始が多かったのであるが、実施回数は、基礎改訂において

は平成 13年度と平成 14年度はほぼ同数の開催であつた。基礎課程の全国平均

は、2.1回であり、各都道府県等で平均 2回 の開催であつた。最大開催回数は 5

回であつた。これは、1箇 所で 5回 実施している場合もあるが、都道府県等に

よっては、県内をブロック化しブロックごとに実施 しているところもあり、各

ブロックで 1回 開催するとそのブロック数分の開催となる場合もあつた。専門

課程は、実施回数は全国全体では平成 14年度が平成 13年度に比して増加傾向

にあつた。専門課程は、実習も必要であり、初年度に実施を見送つた都道府県

等が存在したため、この結果になつたと考えられる。各都道府県等の平均回数

は 1.5回の開催であった。

表 2に 基礎課程の実施状況を示した。参加人数は 1会場
への 1回 の参加者数

を示している。平成 13年度、平成 14年度ともに約 60名 であつた。研修参加
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費は、平均 1900円 強であつた。研修費については、収集資料に記載のあった

ものだけの平均である。参加費を徴収していない都道府県等も存在した。研修

日数の平均は約 3日 、研修総時間は平均約 1200分 であり、標準的カリキュラ

ムに準じたものであった。しかし、研修日、研修総時間が 2日 、680時 間と、

標準的カリキュラムの時間数より少ない都道府県等も存在した。講師実人数、

科目数は表 2に 示すとおりであつた。全国平均は標準的カリキュラムに沿つた

ものであつた。しかし平成 14年 度の最小値を見ても、講師実人数で 3名 、科

目数 5合 計 6科 目、演習が 0科 目の都道府県等も存在した。標準的カリキュラ

ムの内容に満たない研修が実施されている都道府県等が存在することが示され

た。

表 3に は専門課程の講義・演習の実施状況を示した。参加人数は全国平均約

30名 弱であつた。1回 の研修の参力日者が最小 9名 から80名 と幅のあることが

示された。研修参加費は約 3500円 程度であつた。この結果は、基礎課程の研

修参加費同様、収集資料に記載のあったものだけの平均である。講義 ・演習の

研修 日数は平均約 6日 弱であつた。研修総時間は約 2300時 間であり、ほぼ標

準的カリキュラムの 2400分 に準じた時間であつた。しかし、基礎課程同様最

小値は平成 14年度においても 1070分 の都道府県が存在し、標準的カリキュラ

ムの約半分の研修時間であったことが示された。実習施設数は、平均約 2施 設

弱であり、最小 1施設から最大 10施設と幅が広いことが示された。

施設実習の日数の結果を表 4に 示した。実習日数の全体の平均は、平成 14

年度で 8.6日であつた。標準的カリキュラムは 80時 間約 10日 間を設定してお

り、ほぼそれに準じた日数であつた。しかし最小が 5日 と約半分の日数の都道

府県等も存在した。

最後に、表 5と 表 6に 基礎課程と専門課程で実施された科目のタイ トルの一

覧を資料として付した。これは、各都道府県等で実施された科目を示したもの

である。標準的カリキュラムの科目が、実際に展開される場合にどのような名

称で示されていたのか、参考として示した。
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まとめ :以上の結果から、以下のことが明らかになつた。

基礎課程に関して :

(ア)基礎課程の実施状況は、全国平均で、年約 2回 の実施。1回約 60名 を対象
と

して研修が行なわれていた。

(イ)研修 日数は約 3日 、研修総時間は約 1200分 と標準的カリキ
ュラムに準じた

ものであつた。

(ウ)一方で、研修総時間が 800分 以下という都道府県等も存在 し、カリキ
ュラム

の内容に都道府県等の間で差があることが明らかになつた。

(工)講義内容に関しても、講師が 3名 のみで講義
・演習が展開されている。科目数

が 6科 目のみで展開されている状況から、研修内容も都道府県等で差がある

ことが明らかになつた。

専門課程について

(オ)専門課程の実施状況は、全国平均で、年約 1.5回つまり、1回 から2回 程度。

1回約 30名 を対象として研修が行なわれていた。

(力)講義・演習の研修日数は約 6日 、研修総時間は約 2300分 、施設実習は平均
8

日、実習施設数は約 2箇 所であり、時間数はほぼ標準的カリキ
ュラムに準じ

たものであつた。

(キ)一方で、講義
・演習の研修総時間が 1000分程度と標準的カリキュラムの半分

の時間に満たない都道府県等が存在し、講義
・演習の内容に都道府県等で差が

あることが明らかになつた。

(ク)施設実習についても、最低 5日 と標準的カリキュラムの半分の日数
の都道府

県等が存在し、実習の展開に都道府県等で差があることが明らかにな
つた。

総 括 :

(ケ)標準的カリキュラムは、あくまで標準を示すものであり、これに完全に拘束

されるものではないが、基礎課程、専門課程ともに、標準的カリキュラ
ムの

時間数、内容を下回る都道府県等が存在したことは、全国規模で痴果介護
の

質の向上を目指す本研修事業の目的を考えると、都道府県等の間
の痴果介護

の質の格差を生じさせる危惧を抱かせるといわざるを得ない。以上より、標

準的カリキュラムは、研修内容を保障する最低基準として認識される
ことが

求められる。
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(コ)研修内容に関しても、研修時間が短いためもあろうが、研修担当講師、科目

数の少なさが認められたことは、研修効果を限定してしまう危惧を抱かせる。

研修を効果的に展開するためには、特定の講師のみが講義・演習を担当せず、

幅広い人材を登用したカリキュラムの作成が望まれる。

(サ)施設実習に関しては、実習日数が少ない都道府県等については、標準的カリ

キュラムに準じた日数の設定が求められる。同時に、実習施設が 2箇 所とい

う平均は、多様な介護現場における実習が展開されていないことを示唆する

ものであるといえる。平成 15年度の時点で痴果介護指導者が第 9期 まで輩出

されていることから、今後はさらに痴果介護指導者の所属する事業場を中心

に、実習施設を拡充していくことが都道府県等の課題であるといえる。
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表5平 成13年度・平成14年度 痴果介護実務者研修基礎課程講義
B演習タイトルー覧

オリエンテーシヨン

リエンテーシヨン・演習についての
オリエンテーシヨン(自己紹介)

リエンテーション

開会の挨拶・注意事項説明いさつ。開講式ロオリエンテ
ー

痴呆介護実務者研修のねらい痴呆介護実務者研修の概要

変わりつつある痴呆介護

きのこエスポアール病院での医療経
験から痴呆介護実務者に提言したいカンフアレンス観察と記録と報告

グループホームケア

万=ヲ 末ニムの運営基準等につい
グループホームとは

アセスメントとケアプラン

講義・演習 ケアマネジメント総論

講義・演習 生活の快さを創るコミュニケーシヨンの

講義・演習 チ
ームケアについて

講義口演習 介護の基本理念2講義・演習 介護の基本理念1

神戸こころの健康センターについて行動の理解と対応

高齢者とオシヤレ
に罹 りやすい疾患に

高齢期に罹りやすい疾患

高齢者に対する理解高齢者に関する医学的理解

百訂する理解(高齢者の内科

高齢者の生活歴 (沖縄の文化的側
高齢者の身体疾患と精神疾患高齢者の人権について
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高齢者の生活歴 (沖縄の文化的背
暑 )

高齢者の特徴と痴果性高齢者の健
康管理 高齢者の保健福祉制度の理解

高齢者の理解
高齢者の理解 ～歳を重ねることで
牙わること、牙わ らないこと～

高齢者の理解 (高齢者の内科的疾
目R)

高 齢 者 の 理 解 (高齢 者 福 祉 制 度 の 電
臼超己)

高齢 者 の 理 解 (保健 福 祉 制 度 の理
自超ごヽ 高齢者の理解①

高齢者の理解②
高齢者の理解一 通常の加齢 による
心身の状熊の宏化一

高齢者福祉制度の理解

高齢者福祉のあらまし 高齢者福祉の現状と課題 高齢者領域に係る音楽療法

子男 みとし かの通いあうコミュニケーション (1
卜θD いあうコミュニケー ション (2 コミュニケー ション コミュニケー ション 術
コミュニケー ション コミュニケーション コミュニケー ション

シオンの園の処遇理念
人権 とは ～法 制 度 か らの理 解 を通 し
て～ 人権と法制度

【 こつ いて の

人権擁護と法制度の理解
身体介護におけるコミュニケーション

の方法
身体介護の方法

ヤ

に

身
助
介護を中心とした日常生活の援
て)い1ご

身体珂東しないためのアセスメントと

方法
身体拘束ゼロヘの取り組み

身体拘束のない介護
生活援助のために必要なアセスメン
トとケアプラシ

生活環境づくり

生活支援とは
生活 像 の理 解 ～生 活情 報 の 収 集 と
妻語 ～ 生活の快さを求めて

生活リアヽビリテーションとアクティビ
ティロプログラム

生活リハビリとアクティビティフログラ
ムの考え方

制度の理解

成年後見制度と福祉サービス利用塀
助事業について 成年後見制度について

世界と日本から見た痴呆介護の現堺
と課題

全国のグルーブ本一ムの現状と課題
～ゲループホームに望まれること～ 専門職

の役割
専用施設の介護から見た痴果性老
人の4rL韻

その人らしく生きるには
旭域 偶 TIL権利 擁 護尋 栗 と区 午 後 見

制度 について
地域福祉権利擁護事業について

チー ムアプローチ と'リー ダー シップ チームケア チー ムミーテイング

痴果介護、明日から何が出来るのか
痴呆介護を支えてきたのはあなたた
ち

痴果高齢者に対する正しい知識の修
得

痴呆高齢者 に対する日常生活の携
助 痴呆高齢者の介護 (家族負担感)

痴呆高齢者を取 り巻くコミュニティー

の取り組み

痴呆高齢者を取り巻く保健福祉制度
について

痴呆周辺症状 (問題行動)とその対
応について

痴呆周辺症状とその対応について

スの 」 |の 予とθ,言i号雫!】

痴呆性高齢者の基本的理解
痴呆性高齢者の基本的理解 (痴果に
閣する基本的知耕 う

痴果性高齢者の基本的理解 (介護家
族の理解)

痴果性高齢者の基本的理解①医学
的 銅 鞘

痴呆性高齢者の基本的理解②生活
の理 解

痴呆性高齢者の人権と介護の基本
理念

の 害の ! 果性老人介護の

痴呆性老人の介護技術 痴呆性老人の行動特性と接し方
痴呆性老人の病理と被虐待老人ヘ
のアプローチ

痴果性保健福祉制度の理解
痴未対応型共同生活介護における
共同生活介護

痴果に関する医学的知識

に 4 痴果に関する| 4 n に関す る基 本 知 識 について

痴果に関する基本的知識
痴果に関する基本的知識 ～痴果症
状を引き起こすいくつかの病気～

痴果に関する基本的知識 医学面

i果に関する基本 的知識 生 1 に関する基本 的知識 (2)

痴果に関する基本的知識について
痴果に関する基本的知識について

(医学的立場から)
痴果に関する基本的理解

忌壌 ! r r
~る
理解 こ対する基本 的知 : についての 句

のアセスメントとケアプラン i果の医学的側 面 【θD

痴呆の基本的理解 (医学的立場か
ら) 痴果の原因と症状の特徴 痴呆の心理的理解

の うして 痴 異 の tσ)]

玉α)? へ の 医 学 的 ア プ ロー チ いの医療か ,

循いの医療から一呆けても愛しきわ
が人生一

妻が突然のアルツハイマー病 、その
奎難辞 歳をとるつてどういうこと?

日常生活援助 (介護ニーズ)
ピデオ !ほけなんか怖くない一東京
至誠ホームの取り組み i

ヒューマンセンサーを知る
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広島市の高齢者施策

について

リハビリテーション・介護方法リハビリテーション・介護技術リハビリテーシヨンロアクテイビテ

リハビリテーシヨンIリハビリテーシヨンI

リハビリテーシヨン介護方法リハビリテーション介護

家族への理解

介護～ストレス解消のコツ～介護 (排泄日入浴・食事)の基本技

術・援助

介護のあらましと家族の理解介護ニーズと対応法

介護のポイント介護の実際

介護の基本技術 I介護の基本技術・ポイント

の基本技術について(ケアプラ
介護の基本技術 I

本理念 ～痴果介護の経

緯～(医療、生活支援の視点から)
～望まれる痴呆介護とは～くその方
向性)

介護の基本理解介護の基本技術の理解

介護の基本理念、基本的理解と技術 介護の基本理念
・基本的理解

の基本理念と方法 (グル
ー

介護の基本理念と方法 (心理)

介護の基本理念について 介護の基本を考える①

介護の基本的理解と技術介護の基本的理解

介護の基本的理念 介護の基本的理念と方法介護の基本的理解について

介護の技術と応用

の展開 (リハビリテ
ーシヨン、

介護の展開(リハビリテ
ーション)

介護の展開 正一問題となる行動と対

応―
介護の展開 I一痴呆性高齢者に対

する日常生活支援一介護の展開 :生活環境づくり

介護の方法1:個別性と人権と介護の日常生活の援助
の展開正一リハビリテ

ーシヨン・

介護の方法3:痴呆性高齢者の日常
生活支援

介護の方法一リハビリテーション・介

護方法―
介護の方法2:介護の基本的理解と

技術
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基本的な日常生活の援助環境の理解①家族の理解

基礎知識とグループワーク

行動障害への対応
リハビリテーションコ

行動障害に対する対応法

講義・演習 リハビリテーション 講義 ,演習 家族の理解
コミュニケーション、

・演習 レクリエーションを取り
たリハビリテーショニ

講義・演習 介護ニーズと対応法2
レクリエーションとリハ

講義・演習 介護の基本理念と方法講義・演習 介護のケアプラン
講義コ演習 介護のリハビリテ

ーショ

ン

講義コ演習 介護技術講義・演習 介護の基本的理念

・演習 日常生活の援助義B演習 介護の実際 グルー
ーム 居宅サービス

・演習 介護の実際 介護施設

新しい交流技法の紹介 生活環境つくり

日常生活の援助

日常生活援助・介護の基本技術 工

保健福祉制度の理解祉制度 一東京都におけ
保健福祉制度と成年後見人制度

保健福祉制度の現状と課題
健福祉制度の概要とケアマネジメ

保健福祉制度の理解① 保健福祉制度の理解②

演習 (まとめ)

ループホーム、ユニットケア
演習 グループワーク 演習 グループワークの進め方

ラン構築の為に)～ 生活目標の設
演習 傾聴と共感のコミュニケーショ

演習 ケアプラン作成演習

演習 拘束しない介護方法 習 午後の議義をもとに

演習 困りごと相談 演習 コミュニケーション技法

演習 昨日・本国の講義をもとに
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演習 身体拘束の体験を通して
演習 痴呆高齢者の人間らしく生き
るって1可だろう

演習 痴呆症の人への接し方

演習 痴呆性高齢者の基本的理解
演習 痴呆性高齢者の基本的理解
「あなたの世界を私も体験します」

演習 どうしてわかつてくれないの ?

習
え
演
か
特別養護老人ホ

ームでの実践
演習 仲間づくり 演習 なじみの作業つて何でしょう?

演習 ビデオ 清習 六 日の議義ともとに 習 問題行動への対応と基本理念

頑習 問題となる行動をどう受けとめ

るべきか            _
演習 私のどこが変 ? 演習 基本的理解

演習 ( 1 ) 漏 習 ( 2 - 1 ) 滝習 ( 2 - 2 )

演習 (3)
演習介護の基本的理念と基本的理

解

演習・ロールプレイ・グル
ープ討誘

「問題行動への対応」

演 2 演習 3

演
一演

4 演習 工

IIE 1事 例 検 討 演習 I 事 例 から対応方法を字ぶ

演習 1仲 間づくり演習 (自己紹介
・

ゲーム等 )
濃習 I グ ループワ

ーク
演習 I モ デル体験 1身体制東の体
験…・一体許の間頴行動か 1

酒 1 ブ レーンストーミング 漠習 2事 例検討 2痴 異車用特巻見学など

2 回 ― ル フレイ 演習 エ グ ループワーク 2コ ミュニケー ション技 法

演習3行 動障害への対応方法
演習3レ ビューGW :不 講座の字習
孝現場に生かすため

演習3事 例検討

演習3事 例検討 ・まとめ
演習 II Eモデル事例「問題行動への
対庶>塁 太I里合の間係 l

演習3帰 宅要求or盗られ妄想

演習III一② グループワーク「身体
揃責弁しない 。させない介護 J

演 習 311 -① モデ ル体 験 l身体 阿 束

の 依 監 l
疑似体験

4身 体 拘束 のまとめ 習 (介護の演習と実践)

の理解 と実際 ) 軍 グ ル ー プ ワー ク 介 護 技 術 どうしてわかってくれないの ?

リハビリテーション皿 家族の悩み は何か 家族の理解

護` のためのコミュニケ
ーショ 介誇の基本チ考える 演 介護の展開

介護の基本技術 介護の基本理解 介護の基本理念

演習
庶

介護の基本理念と実践的な対 演習 介護の基本理念と方法
演習 介護の基本理念と方法 (痴未
に閣する基際的知識 (2))

演習 介護の基本理念と方法 (私連
が大切にしたい痴呆介護の理念)

演習 介護の基本理念と方法(介護
の 基 太 持 術 〕

演習 介護の基本理念と方法 (介護
の基本理念)

演習 介護の基本理念と方法(基本
理 合 >室 隣 的 な対 床 )

演習 介護の基本理念について 演習 介護の基本理念の構築

遠習 介護の技術と応用 減 習 介 語 の 実 践 に お け る誤 越 滝習 介護の展開

諦 護の展開 (問題行動への対
応と基本理念 )

演習 介護の道じるべ 演習 介護の理解と実際

演習 介護の理解と実践の演習とク
ループ討議

演習 介護研修を始めるにあたつて 演習 気付き演習

演習 高齢者の理解 (基本的理解)
演習 人権を専亘した理想的な夏携
牛 :舌> 1士

演習 日常生活に対する援助技術

演習 (2)介 護の基本技術
演習1 イントロゲクション:介護に求
められるもの

演習1イ ントログクションGW:介 護
に求められるもの

演習 1 介 護 の基本理念 1介護の理

念券自lろうl
演習1 理 解一家族の介護負担一

演 習 2介 護 に求 め られ るもの一 埋

合 の 士 右 化_

顧 介護の展開1:症例を通して

の介護の基本を学ぶ    __
演習2理 解

演背 エ モデル体壊 1疑似俸願
…

わかってくださいJ

演習 E介 護の基本と方法 演習 I 介 護の理念を創つてみよう
演習 工 問 題となる行動と対応 1事例
澄計 1

演習3介 護の基本理念と対応方法
演習3介 護の展開 I― 対応困難な
席状とその標え方一

演習IEl介護の展開

演習 4介 護の展開 I― 対応方法
一

て前半 )

演習 4介 護 の展開 I― 対応万法一

r絡主〕
演習と講義 介護の基本理念の構築

終了・まとめ
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まとめ 今 日の語義口演習を振り返っ

て
まとめ 修了式 まとめ 本日の講義を振り返つて

まとめ ,発表 = と め ・開 舎

ルーフのオリエンテーション・

とめ「アンケート
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表6平 成13年度口平成14年度 痴呆介護実務者研修専門課程講義
口演習タイトル

ー覧

リエンテーシヨ
アセスメントとケアプランアクティビティプログラムの理

リエンテーシヨンリエンテーショ

エンテーシヨンリエンテー】

開会挨拶・オリエンテ
ーション開会あいさつ

のあいさつ オリエンテー
開講式・研修オリエンテ

ーション開講式・挨拶

ガイダンス・オリエンテーションガイダンスのあいさつ オリエンテー

施設実習オリエンテーシヨン自己紹介ゲーム

について

施設実習報告会施設実習の心構え

実習ガイダンスオリエンテーシヨン及リエンテーシヨン

実習計画の作成

実習に向けての連絡実習に向けての準備
に向けてのオリエンテ

ーシヨ

「ュニットケア 1って4可? CコDこ こが変だよ痴呆介護 アクティビティーの理解

アクティビティープログラムの実
際

方 ビテイープログラムの理
超 ン空 隣

ァクティビティケアの理論と実際

アクティビティ等に取り入れる際
の留意点     ____

アクティビテイプログラム 盲染
磨 法

アクティビテイプログラム 回想
について

アクティビティプログラム・心理療
差的手法の理解

カ ビテイプログラムについ

ての演習1
アクティビテイプログラムについ
ての遠習 2

ァクティビティプログラムの実践 アクテイビテイプログラムの理解
アクテイビテイプログラムの理解
と実践

アクティビテイプログラムの理解
と実践 音楽プログラムの理解

アクティビテイプログラムの理解
と実践 リアリテイ・オリエンテ

ー

ラ■ラの理解と事例検討

アクティビテイブログラムの理解

と実践 療法とアクティビティの
揮解と相違点

ラ ティビティプログラムの理解
と実践①リアリテイオリエンテー

ラ■シ

ァクティビティプログラムの理解
と実践 I

アクティビテイプログラムの理解
と実践 I(目標と回想法)

アクティビテイプログラムの理解
と実母豊I

アクテイビティプログラムの理解
と実践 I(園芸療法) __

アクティビティプログラムの理解
ン空隣一音薬痛法の理論と理解

アクティビテイプログラムの理解
と実践一痴呆性高齢者のアク
ティビティとは何か一

ラ ティビティプログラムの理解
と実践一痴呆性高齢者のアク
ティビティについて一   __

アクティビテイプログラムの理解
と実践一痴呆性高齢者のアク
ティビティプログラムー

アクティビテイプログラムの理解
と実践一痴呆性高齢者の生活
の中のアクテイビティの理解一

アクテ才ビティプログラムの理解
と実践一痴呆による行動障害の

理解と対応一      _

ァクティビティプログラムの理解
と実践②音楽療法
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アクティビティプログラムの理解
と実践―痴呆性高齢者のキャン
プー

アセスメントとケア アセスメントとケアプラン

アセスメントとケアプラン I アセスメントとケアプランエ アセスメントとケアプランIlr

アセスメントとケアプランーアセ
スメント作成の方法一

アセスメントとケアプランーアセ
スメントの方法について一

アセスメントとケアプランー痴呆
性高齢者のアセスメントとケアプ
ランの必要性一

アセスメントとケアプランー痴果
の人をまるごととらえるためには アセスメントとケアプランの展開 アルツハイマー型痴果と薬

学 知 識 I 医 学 知 識 工 動

医療からみた痴呆性高齢者 の
理解

医療現場からのメッセージ 医療の動向①診断と病態

医療の動向②精神科の鑑別 C
治療と薬剤

医療の動向一鑑別診断 ・治療と
茎苦‖一 演 習

演習 10日 間、共に学ぼう
涙 習 アクテイビティーフログラ
ム

演習 アクティビティープログラ
ムの理解と実践

演習 アクテイビティフログラム

について

演習 アクティビティブログラム

について考える
演習 アクティビティプログラム

についての演習 1

演習 アクティビティフログラム

についての演習 2
演習 アクティピティプログラム
σ〕コ軍亀盈力営ヨ憩争

演習 アクティビティブログラム

の理角こと実践 2

演習 アクティビティプログラム
の理解と実践一アクティビティプ
ログラムの立英一

演習 アクティビティプログラム
の理解と実践一音楽療法の手
渋ナI里鯉一

演習 アクティビティプログラム
の理解と実践一痴呆高齢者のア
クティビティプログラムー

演習 アセスメントとケア 「気付
きを考える」、「痴呆の人のアセ
スメント」、「求められるスタッフ
像」

演習 アセスメントとケアプラン
演習 アセスメントとケアプラン
ー演習によるケアプランの立案

浸習 アセスメントとケアプラン
ーケアプラン作成の方法一

演 習 アセスメントとケアプラン
ー彗 柳1浩討 一

演習 アセスメントとケアプラン
ー事例検討 1-

演習 アセスメントとケアプラン
ー事例検討2-

演習 アセスメントとケアフラン
ー痴呆性高齢者のアセスメント
とケアプラン作成一

演習 アセスメントとケアプラン
ー痴呆の人をまるごととらえるプ
ランー

演習 アセスメントとケアプラン
の実践

涙 習 今 、求 められ るリーダー

シップとは
演習 業務改善計画の作成

演習 業務改善計画の修正
演習 グループワーク 意見交
換「自分の施設の課題J

演習 グループワーク「情報交
軍ユ!

グループワーク「事例検習

―

演
討

演習 ケアプラン作成
演習 ケアプラン作成のための
澄習

演習 ケアプランつてどうして必
要なの ? 演習 ケアプラン立案

演習 研修成果を職場で生かそ
つ

輝 習 コミュニ ケー ション 演習 作業療法の理解 と実践 演習 自己紹介と仲間づくり

演習 施設見学
涙 習 瓶 設実習計 回 一冥 習で何
孝学 ぷ か 一

演習 施設での看護と介護

演 習 実習現場における事例研
究 のまとめ B指導

演習 縛らな危なてやつとれん
がや 演習 写真集鑑賞口討議

涙 習 受講 者 目己紹亨ド・情 報 賓
ね 演習 事例検討 演習 事例検討会

演習 スーパーバィズの演習 演習 スーパーバィズの実践
演習 生活の中に見る介護の幅
夕広げよう 五康のフル活動

演習 セラピューティックビュー

ティーケア
演習 セラピューティックビュー

ティーケアについて
演習 想起と動作

演習 そのケアあなたも受けて
みたい ?

演習 専厳あるケアを実現する
ために私達が職場で今できるこ

演習 チームアプローチとリー

ダーシップ

演習 チームアプローテとリー

ダーシップ1
演習 チームアプローチとリー

ダーシップー自己紹介一

演習 チームアブローチとリー

ダーシップー自分の自我を知
り、スタッフの 自我弁知 ろう一

演習 チームアプローチとリー

ダーシップー職場の悩み大討論
会

一

浸 習 チームアフローチとリー

ダーシップーチームアプローチと
リーダーシップー

演習 チームアプローチとリー

ダーシップー仲間作り演習一
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演習 チームアプローチとリー

ゲーシップー仲間づくり演習・仲
間はずれ依騎一

演習 チ
ームアプローテについ

て

演習 チームのリーダーとしてど

う実践していくのか

遠習 チームワークについて 遠習 痴異性 老人の介護 演習 痴果のケアについて

演習 痴呆のケアについて
「今、痴果介護に問われているも

の」           _

演習 痴呆のケアについて i痴

呆性高齢者のケア (回
―ルプレ

イラゲ)1

演習 痴呆のケアについて「現

場での課題」

演習 痴果の専門的理解
演習 痴果の人とのコンタクト技

法

演習 痴呆の人をまるごととらえ
るヴうラ

演習 どうやつたらみんなが協力
してくれるの ?

演習 どうやつて家族と関わつた
らいいの ?

演習 仲間づくり

演習 離れたらおしまい? 演習 ビデオ学習
演習 ビデオ学習『ボケなんか怖
くない』

演習 ブレイン・ストーミング 演習 リーダーシツプとは
演習 リーダーシップに関するコ
ミュニケーション①

演習 リーダーシツフに関するコ

ミュニケーション②
演習 理念づくり 演習 ロールプレイ

i習1 演習 2 漏 3

演 習 4 演習 5 演 6

演習講義 先進事例の介護現場
弁甲よう

演習と講義 アセスメントとケア
プラン

お年寄りも食べたい、喋りたい

介語家族への理解と支援 介護サービスの考え方 介護体験発表

介護の理解と実践
回想法とリアリティオリエンテ

ー

ラ■シ及7ド標助
家族からの各施設観たまま感じ
たまま

家族の理解 家族 へ の 対 応 と支 援 万 法 家族への対応と相談援助

課題設定学習 語る会
神奈川県の身体拘束廃止への

取り組み

H崎 市 の 痴 果性 高齢 看稀J度 "シ ス等 緩和ケアとターミナルケア___
既存施設における痴呆介護のあ
りかたについて

教育・研修方法論
共感と信頼のためのコミュニ

ケーション

共感と信頼のためのコミュニ

ケーション①

共感と信頼のためのコミュニ

ケーション②③
業務改善計画

業務改善計画の作成
グループ討議 (私の職場と介護
理念)         _

グループ討議(私の職場と痴果
谷 譲 め

グループ討議・発表 グループホームにおける介護
グループホームにおける介護の
室 隣

グループワーク(痴呆性高齢者
のケアについて)     _

ケアのあり方 ケアの組織経営論

ケアの評価と課題解決への取り
組み           _

ケアの基本と実際 ケアプラン作成のポイント

ケアプランの立て万 ケア孝する人される人 ケース選 択

見学実習の報告 研究法 研 ユレポー ト 冥践 報 告 :

健 康
1研 輪 になつて話 そう;全1二 研 表 ・まとめ

研修生の自己紹介 研修総括 研 :の総仕上 げとしての考えフ

研修発表 検討会
権利擁護事業と任意後見制度
について

権利擁護事業について
講義・演習 「痴呆の専門的理
繍爆1

講義・演習 アクティビティの理
解と実践 1

講義コ演習 アクテイビテイの理

角軍と実践2
講義 日演習 アクテイビテイフログ

ラム

講義 白演習 アクテイビテイフログ

ラムの実践と理解

講義・演習 アクテイビテイフログ
ラムの理解と実践

講義口演習 アクテイビテイフログ
ラムの理解と実践 (1)

講義 ・演習 アクテイビテイフログ

ラムの理解と実践 (2)

講義・演習 アクテイビテイフログ
ラムの理解と実践①

講義・演習 アクテイビティフログ
ラムの理解と実践②

講義・演習 アクテイビティブログ
ラムの理解と実践③

講義・演習 アクテイビテイブログ

ラムの理解と実践
一音楽療法に

ついて一

講義・演習 アクテイビテイフログ

ラムの理解と実践
一回想法につ

いて一

講義・演習 アクテイビテイプログ

ラムの理解と実践一モデル事例
孝用いた心理療法の理解一

講義・演習 アセスメントとケアフ

ラン
講義 ・演習 アセスメントとケアフ

ラン1

議義 =演習 アセスメントとケアフ

ラン2
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講義コ演習 アセスメントとケアプ

ランー痴呆性高齢者に対する作
業療法の役害Jと目的―

講義・演習 アセスメントとケアジ
ランの実践

講義・演習 アセスメントとケアプ
ランの実践と理解

語義・演習 アセスメントとケアフ
ランーモデル事例を用いたケア
プラン作成一

講義・演習 アセスメントの実際
議義・演習 アセスメント方策を
探る

講義 E演習 お年 寄 りも食 べ た
しヽ _ 口整し〕キ t . ヽ 講義・演習 介護技術講習

講義 ・演習 回想法 とその実践
について

講義 '演習 家族を対象とした相
談持法 講義・演習 グループワーク

講義 ・演習 ケアプラン作成の方
法

講義B演習 拘束しないケア
謡霧 ・演 習 行 動 障害 に対する
皇依 的対 航

謡義 ・演習 高齢期 の在 宅復帰
す揺

講義 コ演 習 コミュニケ
ーション技

挨
講義 ・演 習 コミュニケ

ーション技
■の理鯉

講義 ・演習 コミュニケーション技
法の理解 と実践

講義 ・演 習 在 宅 用のケアプラン
の キ室 講義・演習 実習計画書の作成 講義・演習 社会資源の活用法

講義・演習 事例検討 講義B演習 身体拘束ゼロ作戦
講義・演習 セラピューティック
ビューティーケアについて

講義・演習 体験を通してコミュ
ニケーションを考える

講義・演習 対人援助と自己検
証のあり方

講義・演習 チームアプローチと
ケアプラン

講義B演習 チームアプローチと
リーダーシップ

語義・涙習 チームアフローチと
リーダーシップーチームアプロー

チの現状と課題一

語義 ・演習 チームアブローチと

リーダーシップー仲間作り演習

語義 ・涙 習 チームアフローチに

ついて
講義・演習 チームケアについて

講義 ・演習 テームリーダーと
i〕一ゲーラ ッヽプ

講 義
B演 督 脚 未 介 護 哀 価 最 新

アプローチ～バリデーションにつ
いて～

語義 ・演 習 地方介護 の基本理

念②～理念にそった介護を目指
して～

講義・演習 痴呆性老人のケア
プラン

語義 口演 習 蜘 未に 老人を辺 え

る家族 の理解

誘義 ・涙 習 痴果に関する医字
的知識

語義 口涙 習 痴 呆 に関する専 門
的 I里解

議義'演習 痴果の基本理念
講義 ・演習 痴呆のケアプランの
特徴

謡霧 '演習 痴呆の専門的知識
(医学知識 )

講義・演習 痴果の専門的理解
講義 '演習 リーダーシップにつ
t, てヽ

講義 ・演習 理解と対応の思考
討11績

講義 ・演 習 理念 に基づくケアプ
ララ 議義・演習 療育音楽について 講義・演習 援助と対応

講義 ・演習 fアクティビティプログ
ラムの理解と実践 !

講義 '演習 lアセスメントとケアプ
ラン 1

講義 ・演習「スーパニバィズの理
論と実践 1

語義 B演習lチームアフローチと
リーダーシップ !

講義 ・涙 督 !痴 未 介 護 の 介 護 と

宴 隣 1 講義・演習「痴呆の専門的理解」

講義B演習「相談援助」
語義 ・演 習チームアプローチと業
落静 華 講義・演習

議義・演習 介護の理解と実践
講義 ・演習 介護の理解と実践
(行動障害への理解と対応 )

講義 ・演習 介護の理解と実践
～気付きから筆芦へ ～

講 義 ・演 習 介護 の理念 と実 践
`行動 瞳 妻 への理超 ン対 底 ) 講義 '演習 相談援助 講義・演習 相談援助①

日 軍 令者 B障害者とともに
営の i 堅宅 子齢 者 の Iい 予保健福祉制度の:

高齢者をとりまく地域のネット
ワークづくり 講話 コミュ_ケ ーンヨン

コミュニケーション コミュニケーショントレーニング コミュニティが求めるもの
「力 A 抗ヽス の イi臭介 語 の あ り方 サービス 画のたてかた 筆療法と〕
登揮 営 と:リスクマネジメント Ｌ

受 明 受処遇について
肇での ; と, とと つ'との 受の食事を食べてみよう
二,「F: 書の 理 ニ ー ス R交換会
ショートステイの現状 職場改 のポイント 易での取組み

での取 日み 寸 :例注
「例検討 2 寸=当 妻例検討

人権と権 利擁ヨ 人権の 本理解 人権擁記
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身体拘束～拘束しないケアにつ

いl C
身体拘束ゼロヘの取り組み

身体拘束廃止への施設での取り
組み

心理療法一理論と技法一
スーパーバイザーとワーカーの
イ言束百関 係

スーパービジョンの理論と実際

スタッフのストレス緩和 牛 活 環 鯖 作 り 生活の快さとはイ可か ?

精神医学からの痴呆の診断・治
磨

精神症状についての看板 成年後見制度

成年後見制度と権利擁護事業
先進事例の介護現場を見学しよ
つ

想起と動作

想起と動作 (レク、リハ ) :営論
1動の現状その人らしさ孝考える の視 点とニーズ言平1面

地域で支えるインフォ
ーマル

サービス
地域福祉権利擁護事業 チームアプローチ

チームアプローチとスーパービ
ジョン

チームアプローチとリーダーシッ
プ

チームアプローチとリーダーシッ

プ 基本理念と実際の運用の理
貧4

チームアプローチとリーダーシツ
プ可

チームアプローチとリーダーシツ
プ2

チームアプローチとリーダーシッ
プ3

チームアプローチとリーゲーシッ
プ4

チームアプローチとリーダーシツ
プーチームアプローチの現状と
設題一

チームアプローチとリーダーシッ

プー痴果介護の質を向上させる
ための取り組み一

チームアプローチとリーダーシッ
プー仲間づくリー

チームアプローチとリーゲーシッ
プの理角卒

チームアプローチとリーダーシツ
プーリーダーとしての役割一

チームアプローチとリーダーシツ
プーリーダーとしての役害1の理
亀盈――

チームアプローチとリーダーシッ
プーリーダーとチームケアー

チームアプローチとリーダーシツ
プー痴呆介護の質を向上させる
ための取り組み紹介一

チームアプローチの基本理念と

実際の運用

チームアプローチの基本理念と

実際の運用の理解

チームケア、リーダーシップと業
務 改 善

手―ムケアンリーゲーシップ チームミーテイング チームワークとリーダーシッフ

痴呆介護研修専門課程 につい

て計 研
痴呆介護実践報告 生活支援α

実際

痴呆介護実務者研修専門課程
で何孝学 ぷのか

tケアと 垣 痴果高齢者福祉制度の 解 i臭生 活 リハ ビリテー ション

と性高齢者介護総論 痴果性高齢者介護の冥
卜
ヽ i臭性 高 齢 者 介 護 の ビジョン

痴呆性高齢者と地域保健
地方性高齢者とのコミュニケ

ー

ション技法 (バリデーション)
痴果性高齢者に対する理解1

痴果性高齢者に対する理解2 痴果性高齢者に対する理解3
痴呆性高齢者のアクティビティケ

ア

痢果性高齢者のアセスメントとケ
アプラン

痴呆性高齢者のアセスメントの
方法とケアプランの立案

痴果性高齢者の介護

痴呆性高齢者の介護技術と福
れ'日三

痴果性高齢者の基本的な理解 痴呆性高齢者のグル
ープワーク

応 覇果性高齢者 の個別性とは

5果性高齢者の心理

痴果性高齢者の心理学
痴果性高齢者の心理的理解と

対航
痴呆性高齢者の生活環境につ

いて

廊異性高齢者の生活を考える 痴異性高齢者の精神保健 痴果性高齢者の専門的理解

痴果性高齢者の転Tll 痴果性高齢者のニーズを探る
痴呆性高齢者の日常生活の援
助 口腔ケア

痴果性高齢者の普通の生活を
守 揺 す る

痴呆性高齢者の問題となる行動
ル対庶

痴果性高齢者の抑制について

痴果性高齢者の抑制について
～指導的立場から～

痴果性高齢者の理解 痴呆性高齢者のリスク管理

痴呆性高齢者のリハビリテ
ー

ション
痴呆性高齢者へのケアプラン

痴呆性高齢者へのケアプランの

立て方

痴果性高齢者へのケアプランを
実践するために

痴呆性高齢者への他策 痴果性高齢者を抱える家族から

痴果性高齢者を抱える家族の理
角2相 許 揺 勤

痴呆性高齢者を対象とした心理
的アプローチ

痴呆性高齢者を取り巻く社会資
源

痴呆性高齢者をとりまく地域の
ネットワークづくり

痴果性老人の基礎知識
痴呆におけるリ

ーダーとしての
取り綿み
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痴果の医学的理解 痴呆の医学的理解 (質疑B応答)
痴呆の医学的理解と医療の限
界

痴 異 の 介 語 の 理 解 と宴 隣 痴果の心理的理解と対応 痴呆の専 門的理解
痴呆の専 門的理解 歯科 口腔介
誇

痴呆の専門的理解 整形疾患 痴果の専門的理解 痴呆

痴呆の専門的理解 内科疾患
痴呆の専門的理解 (医学的立場
から)

痴 呆の専 門的理解 (医療 ・生活 ・

環始からの相 点)

痴果の専 門的理解 (医療からの
を最点) 痴果の専門的理解 I 痴果の専門的理解 工

痴果の専門的理解II 痴果の専門的理解Ⅳ
痴果の専門的理解一様々な事
例の理解 一

痴果の専門的理解一様々な事
例の理解、医療との連携一

痴呆の専門的理解一痴果介護
を支える医学一

痴呆の専門的理解一痴呆性高
齢者の問題行動の対応につい
て一

痴果の専門的理解一痴果の症
状、治療に関する理解、薬剤の
効用の留意点一

痴果の専門的理解一痴果の症
状と診断、諸症状への対応、間
違い易い他の精神疾患の特徴

痴果の専門的理解一痴果の診
断と事例一

痴呆の専門的理解一痴呆の治
療方法一

痴果の専門的理解一痴果の人
を支える地域づくリー

痴果の専門的理解一間違い易
い他の精神疾患の特徴、医療と
の連携、薬剤の効用と服用の留
意点一

痴呆の専門的理解一間違えや
すい精神疾景一 痴果の問題となる行動と対応 痴果の理解

どうしたらいいの痴果介護
どうしたらいいの痴呆介護
ヒューマンセンサーを知る

内容からリスクそして予防・安全
ヘ

な や む :戻罷疋ほ ・・・? ノンストップ痴果医学 ノ` コリ7フ :)一―の理 解

バリデーション

人の専厳あるケアを実現するた
めに今いる場所で求められる専
門性とは? 私 たちが職場で今
できることrま?

フォローアップ研修 特別議演

偶TIL用具 口破 喬 の基 不 阿理解
未体験 の 痴 果 ?

1用具について
:そう痴果ケア

フレゼンテーション

モニタリング

問題行動と個別処理
リアリティオリエンテーションロ回
想法の理論的背景・実際の手法
σ)彊塾角客

リアリティオリエンテーション等の
理論的背景・実際の手法の理解

リーダーシップとテームケア リーダーシップについて①②
リーダー職員の役割とスーパー

ビジョンの実践

リスクマネジメント
リスクマネジメントについての理
解と実践

レク的リハビリ

老人生理学 援 助 演 習

演習 ケアプラン
演習 ケアフランを実践するため
に

演習 コミュニケーション技法
(ロールプレイ)

演習―実習にむけての決意表明 演習 より良い生活の為のハー

ドとソフト 演習 介護の基本理念と方法

演習 介護の理解 演習 介護の理解と実践
演習 介護の理解と実践一これ
までの痴呆介護、これからの痴
臭介護一

演習 介護の理解と実践一職場
の悩み大討論会一

演習 介護 の理解と実践 一他の

施設 の取 り組みを理解し、切確
琢磨できる仲間づくリー

演習 介護の理解と実践一痴呆
性高齢者の行動の障害の理解
と対応一

演習 介護の理解と実践一痴呆
性高齢者の体験世界の理解一

涙習 介護の理解と実践一仲間
づくり演習―

演習 介護の理解と実践につい
ての 滝 習

演習 介護の理解と実践一回一

ルプレイから学ぶ行動障害への
対応一

演習 介護の理解と対応―演習
による理解と対応一

演習 介護の理解と対応一心理
的理解と対応・介護者としての
理想的姿の構築一 自己紹介・

グループワーク・発表

演習 介護の理念
介護の理念について考え演習

る

演習 相談、援助一モデル事例
を用いた支援方法のプランニン
グー
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演習 相談援助
頑習 相談援助一家族の訴えに

どう対応するか一
演習 相談援助一痴呆性高齢看
弁れえる家族の理解一

演習
~相
談援助一痴果性高齢者

を抱える家族への支援方法のプ

ランニングー
演習 痴呆性高齢者の理解

演習(アクテイビテイプログラムの
理解と実践)

演習(チームアプローチとリ
ー

ダーシップ)
演習 (相談援助) 演習、実習反省会

覚

1 i尼野2 3

4 ヨ5 6

習 7 8 9

10
12

13 ① ②

演習③
演習一事例によるケアプランと

対応の検討、評価一  __
家族の気持ち

:の理 解 実の理解と支援の万法 1 の理解と支援の方法 2

:介語 におけるコミュニケーシセ こおける介護者視点

介護のネットワ
ーク構築に向け

て

介護のリスクマネジメントについ

て
介護の基本理念

介護の基本理念①～介護の理
念とは～            _

介護の実践技術 介護の新たな取組み

介語の展開 介護の理解と栄養管理 介語 の 理 解 と実 践 1

介護の理解と実践2 介護の理解と実践3
介護の理解と実践 行動障害の
理解とその対応

介護の理解と実践 痴果高齢者
とのコミュニケーションの取り方

介護の理解と実践 痴呆高齢看
に対する身体介護の留意点およ

び事例検討    __

介護の理解と実践 痴呆高齢看
の安全確保の方法および事例
治討

介護の理解と実践 痴呆高齢看
の記憶障害、心理的理解および
菫 狗1浩討

介護の理解と実践 I(心理) 介護の理解と実践 I(看 護)

介護の理解と実践
一グルーフ

ホームの現場から一    _

介護 の理解 と実践
一口腔ケアに

ついて一
介護の理解と実践一身体阿東
ゼロヘの理解と実践一  __

介護の理解と実践
一身体拘束

に対する取り組み一

介護の理解と実践
一先駆的な冥

践報告 元気が出る現場からの

メッセージー        _

介護 の埋解と英jEE一加未ほ高

齢者 の介護の質と展望 グル
ー

プホームの現状と課題 ―

介護の理解と実践一痴呆性高
齢者のケアとサービスの展開一

介護の理解と実践
一痴呆性高

齢者の心理的理解と対応一 __
介護の理解と実践一痴果性高
齢者の心理的理解と対応一

介護の理解と実践
一痴呆性高

齢者の生活空間づくリ
ー

介護の理解と実践一痴果性高

齢者の日常生活の援助
一

介護の理解と実践
一痴未性高

齢者ひとりひとり見つめた介護
の理解一

介護の理解と実践
一日常生活

への援助と痴果による障害へ理
亀盈>対 は 一

介護の理解と対応
一身体拘束

ゼロヘの理解と実践一
介護の理念

介語の理念 にそつた個 別ケア 介護の理論 と実践 :える医学的知識を学ぶ

格郎蓋 雀汗理 権 和1擁語 行 動 障 害 の 理 解

講義・演習 アクテイビテイケア
講義 ・演習 アクテイビテイブログ
ラムの理解と実践

講義・演習 アセスメントとケアフ

ラン            ___
講義・演習 アセスメントの実際

講義・演習 介護の質を向上さ
せるための取り組み

講義・演習 各施設の取組みに
ついて         _ _ _

議義日演習 家族、ボランティア
ヘの相談援助

講義・演習 ケアプラン作成の方
法

講義・演習 ケアマネジメントに

ついて          _

講義・演習 コミュニケーション技
法・ロールプレイ

講義・演習 事例研究1

議義・演習 事例研究2 議義・演習 事例研究3
講義,演習 チームアプロ

ーチと
リーダーシップ

講義・演習 リスクマネ
ージメント

講義口演習 老人保健施設痴呆
車門検等の見学

議義・演習 家族の理解

議 習 介護に求められる
人材とは              _

講義・演習 介護に必要なカウン
セリングマインドについて

講義B演習 介護のアセスメント
とケアプラン        __

議義コ演習 介護の介護負担感 議義
・演習 介護の基本的理念

講義 ・演習 介護の基本理念①
～介語の理念とは～
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講義・演習 介護の基本理念に

基づいたケアプランとは
講義・演習 介護の現状と課題
一痴呆介護の取組みを通して一

～理念にそつた介護を目指して

講義・演習 看護

作業療法について講義口演習 排泄援助法

相談援助1

痴果高齢者の基本的理解相談援助の方法

ットワークについて
研修まとめ・修了式

1日 のふりかえヒ 日の レビュー

一 調 間 の ま とめ :日の 振 り返 り

の振り返り
手後アンケート 実習の運裕 孔 評 4 面・辰 省 :習の 振 り返 り

疑応答
連絡 ・アンケート記入

換 会

表 i臭介 語 航 設 見学
〓
更 需レ〕S反り

1振り・アンケー ト こ日の ふ りか え り レピュー

レビュー等
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「痴果介護実務者研修カリキュラムの見直し作業」委員会 委 員

◎長谷川 和 夫  高 齢者痴果介護研究・研修東京センタ
ー

○中島 健 一   高 齢者痴果介護研究・研修東京センター

相沢 毅     特 別養護老人ホーム さ くら苑,千 葉県痴呆介護指導者   *

阿部 哲 也   高 齢者痴果介護研究・研修仙台センタ
ー

遠藤 英 俊   国 立長寿医療センタ
ー (元 国 立療養所中部病院)

大久保 幸 積  社 会福祉法人 幸 清会,北 海道痴果介護指導者      *

本間 昭     東 京都老人総合研究所

国光 登 志子  立 正大学社会福祉学部

黒川 由 紀子  慶 成会 老 年学研究所,大 正大学大学院

櫻井 紀 子   特 別養護老人ホ
ーム さ くばらホーム

往森 貞 子   社 団法人 果 け老人をかかえる家族の会

杉山 孝 博   医 療法人社団 石 心会 川 崎幸クリニック

高村 浩     高 村浩法律事務所

内藤 佳 津雄  日 本大学文理学部

三浦 研     京 都大学工学部

水野 裕     高 齢者痴果介護研究・研修大府センター

横尾 英 子   有 限会社 シ エアケア,神 戸女子大学文学部,

神戸市痴果介護指導者                 *

(アイウエオ順表記。敬称略)

◎ 委 員長, ①  ワ ーキンググループ委員長

* ワ ーキンググループ委員を兼務

*

米

*

*

- 4 9 -



「痴果介護実務者研修カリキュラムの見直し作業」ワ
ーキング・グループ 委 員

可知 昭 江   高 齢者痴果介護研究 。研修大府センタ
ー

下垣 光     日 本社会事業大学

諏訪 さ ゆり  高 齢者痴果介護研究・研修東京センタ
ー

藤崎 陽 子   医 療法人健明会 介 護老人保健施設 青 風苑,

福岡県痴果介護指導者

宮崎 直 人   有 限会社グッドライフ グ ル
ープホーム ア ウル,

北海道痴果介護指導者

宮島 渡     特 別養護老人ホ
ーム ア ザレアンさなだ,

長野県痴果介護指導者

(アイウエオ順表記。敬称略)

オブザーバー

中井 孝 之    厚 生労働省老建局計画課課長補佐

館石 宗 隆    厚 生労働省老建局計画課課長補佐

(敬称略)

「痴呆介護実務者研修カリキュラムの見直し作業」委員会 事 務方

中島 謙 次    高 齢者痴果介護研究・研修東京センタ
ー

永田 久 美子   高 齢者痴果介護研究・研修東京センタ
ー

小野寺 敦 志   高 齢者痴果介護研究・研修東京センタ
ー

中村 考 一    高 齢者痴果介護研究・研修東京センター
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